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議 事 日 程  （第５号） 

 

令和３年３月９日（火）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．11番 吉田 建二 

                   ２．６番 菅沼  淳 

                   ３．５番 福永 桂子 

                   ４．４番 三上  元 

                   ５．16番 中村 博行 

                   ６．１番 柴田 一雄 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 



１８４ 

午前10時00分 開議 

○議長（加藤弘己） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりでござい

ます。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き一般質問を行います。本日の質問

順序は、受付順により、１番、吉田建二君、２番、

菅沼 淳君、３番、福永桂子さん、４番、三上 元

君、５番、中村博行君、６番、柴田一雄君と決定い

たします。 

 初めに、11番 吉田建二君の発言を許します。そ

れでは、11番 吉田建二君。 

  〔11番 吉田建二登壇〕 

○11番（吉田建二） おはようございます。11番 

吉田建二です。一般質問をさせていただきます。 

 １つ目は、市民協働の更なる促進に向けてであり

ます。 

 住みよい町を実現させるには、行政と市民とが連

携して、みんなでまちづくりをしようとする「市民

協働」が重要であると言われております。 

 当市においても自治会や事業所などと連携して、

市民協働により様々な事業が展開されております。 

 さらなる市民の満足度を高め、一人でも多くの方

に郷土への愛着心や誇りを持っていただくように行

政が努力していくことが大事であると考えます。 

 そのためには、行政は小まめに市民へ情報を提供

して共有するとともに、市民からの意見などは積極

的に聴取するように努力することが求められている

ところであります。 

 市の総合計画の中に市民と行政による協働のまち

づくりを進めることを掲げており、その施策の内容

としては、迅速で正確な情報の提供、会議などの公

開化、あるいは政策形成過程の市民参加の仕組みづ

くりや市民活動の推進など、いろいろ示されており

ます。 

 そこで、市民協働の必要性を改めて認識し、さら

なる促進につなげていきたいとの思いで質問をいた

します。 

 最初の質問です。社会情勢は変化してきておりま

す。現在は市民協働をどのように捉え取り組んでい

るかをお尋ねいたします。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

  〔市民安全部長 小林勝美登壇〕 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 市民協働には、組織、団体、市民、行政など様々

な組み合わせによる「協働」の形がございます。い

ずれの場合も、自主性を尊重し、お互いを理解し対

等な関係であることを十分に認識した上で、みんな

で一緒に住みよい街をつくっていこうという共通の

目的に対し、取り組んでいくことであると考えてお

ります。 

 住みよい街を実現するためには、市民協働は大変

重要であると考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 目的を共有して、市民協働は

とても大事だよというように捉えているということ

を、今、確認させていただきました。 

 ２番目の質問に移らせていただきます。 

 市民協働である事業を進めようとしたときに、ど

のような手順で進めていくのか。また、市民協働を

進めるための仕組みはどのようになっているのでし

ょうか。市民協働に取り組むために必要とされる要

件があるとすれば、それは一体どういうようなこと

なのでしょうか。併せて、お尋ねをいたします。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 まず、当事者がそれぞれの立場で協働の意識を持

つということから始まります。どのようなことがで

きるのか協働する相手と話合いを行い、そして実践

につなげるものであるというふうに認識しておりま

す。 

 また、協働に取り組むに当たって特段必要とされ

ている要件はございませんが、市民協働の基本であ
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る相互理解と対等な関係を意識して、それぞれの立

場でできることを実践していくことが重要であると

考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） まず事業を進めようという、

その意識をしっかり持って、お互いに話し合うとい

うことですけれども、そのときの姿勢が相互理解と

対等の立場をしっかりわきまえるというようなこと

を今伺いました。 

 そうしましたら、その点を踏まえて次はどんな具

合に活動しているか、現況についてお尋ねしたいと

思います。 

 ３番目の質問をお願いいたします。 

 現在、市においては、事業所だとか各種活動団体

との市民協働によって、いろいろな事業が多く実施

をされております。その協働による事業をスタート

させるときの話合いは、どのようなことに重点を置

いて話し合っていますか。今、相互理解とかいろい

ろなことを言われましたけれども、もう少し具体的

にどのようなことに重点を置いて話をしているのか。

また、事業所の場合といろいろな活動団体の場合で

は違いがあるのかどうなのか。そこら辺も踏まえて、

それぞれの最近の事例があれば、状況をお尋ねいた

します。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 市が事業者や各種団体と協働を行う場合には、市

が推進をしていきたいという施策の効果が期待でき

る点、これらを重点に置いております。また協働相

手にとりましては、自身の理念や思いが形になると

いうことを念頭に、お互いで話合いを行っておりま

す。 

 最近の事例でございますが、事業所とは、令和３

年２月に株式会社杏林堂薬局と包括連携協定を締結

し、災害時における液体ミルクを初めとする物資供

給に関する取決めなどを行ったり、全国初となりま

す先進的な取組といたしまして、企業が運行するシ

ャトルバスを市民の移動手段として利用するＢａａ

Ｓ事業の実証実験を令和２年11月より行っておりま

す。 

 また、地域活動の団体とは、南上の原地区安全安

心まちづくり協議会が、自主防犯活動の一環として

青色防犯パトロールを令和２年10月から開始したな

どの事例がございます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 事業所の場合と活動団体とい

うことで、南上の原の防犯活動のことを今お聞きし

ました。 

 冒頭にお話があった、まず効果が期待できるかど

うかを考慮する中でやっていくという、その効果が

期待できるかどうかの判断というんですか、着眼す

るポイントはどんなところでしょうか。そういう先

例があるとか、この事業者はこういうような特色が

あるとか、そこら辺の効果が期待できるということ

を把握するその手法というんですか、ポイントはど

んなところでしょうか。もし分かったら教えていた

だきたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） なかなかちょっと難

しいのですが、これから始めることですので、効果

がすぐ出るかどうかというのもすぐには分からない

のですが、事業者なんかの場合ですと、他市ともう

既に連携協定を結んでいるだとか、そういった事例

もお聞きした中で事業者としてはどんなことができ

るか、どんなことをしたいのか。まあ、地域貢献を

したいというのが一番大きな思いであるというふう

に思っておりますけど、その中で、先ほど進め方の

中でもお話をしましたが、よくお互いに話合いをし

て、市はこんなことをやりたいんだという施策、方

向性を示した中で、事業者なり任意の団体がやりた

い思いというのを話合いをよくする中で効果が生ま

れるだろうというところを判断して連携をしていく、

協働をしていく、進めていくということになろうか

と思います。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 先例があるかどうか、あるい

はいろいろな情報を収集して、その中で考えていか

れるということで理解をいたしました。 

 ４点目の質問をお願いします。 

 自治会組織との協働については、とても密接な関
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係にあると考えますけれども、自治会組織との協働

についてどのように捉えているかをお尋ねいたしま

す。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 自治会においては、従来から市政の運営に当たり、

多方面で御協力いただいておりまして、まちづくり

の核となる最も重要な協働相手であるというふうに

認識をしております。 

 従来から各事業で御協力いただいているほかにも、

最近では、先ほど答弁いたしました、南上の原地区

での青色防犯パトロール開始に当たっての連携です

とか、白須賀自治会との協働によりまして、毎年実

施している白須賀海岸清掃など、地域と市のパイプ

役として多大な御協力をいただいていると思ってお

ります。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 自治会とは大変重要なあれで、

今、例をお聞きしました。 

 続いて、一歩進めるために５番の質問をお願いし

ます。 

 行政を円滑に進めていく上で自治会の存在は大き

く、その果たす役割も多いと言えます。しかし、自

治会運営においては、役員不足や外国人世帯に係る

ことなど、いろいろと課題を抱えている自治会も存

在していると聞いております。自治会との協働活動

を円滑に進め、その成果を高めていくためには、自

治会が抱えている課題を緩和してやることも、行政

が支援していくことも大変大事であると考えますが、

いかがでしょうか。お尋ねをいたします。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 自治会との協働を推進するためには、自治会組織

自体が円滑に機能していることが重要であると考え

ます。そうしたことから個々の自治会で抱えている

問題はその都度市へ御相談をいただくよう促してお

りまして、相談を受けた担当課におきましては、迅

速な対応に心がけるよう配慮をしております。 

 課題に対する支援策の一例といたしましては、役

員不足の問題では、人材発掘も兼ね、女性役員の登

用に対して交付金の上乗せの制度を設けております。

また、今般のコロナ禍の状況での自治会事務や各種

会議の開催であったり、イベントの開催であったり

といったものについては、市の対策方針の速やかな

情報提供を行ったり、相談に乗ったりしてまいりま

した。今後もこうした自治会に寄り添った支援を続

けてまいりたいと考えております。以上でございま

す。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 自治会に支援していただいて

いる内容について、今、いろいろ聞きました。 

 女性役員には助成金も交付しているんですよと、

こういうようなことでございます。そこについて、

少し一歩考えてお尋ねしたいと思いますけれども、

自治会長は行政と地域住民をつなげるパイプ役的な

重要な役割を担っております。仮に自治会長に行政

委員としての名前をつけるとしたら、私は、例えば

市民協働推進委員とでも言えるだろうかなと、こん

なふうに思います。そこで、自治会長は、行政との

市民協働を推進する役員として行政委員に準ずる役

員手当を支給することを検討してみたらと考えます。

手当の財源は、自治会へ交付する補助金の一部を役

員手当として位置づけすれば可能ですし、自治会長

という役職への意識と理解の高まりに寄与すると思

われます。自治会長への役員手当の支給を検討して

みたらと考えますが、いかがでしょうか。お尋ねを

いたします。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 個々の自治会の役員の方々には大変な御苦労をい

ただいているということで認識をしておりますし、

大変感謝をしているところでございます。 

 現在の自治会への交付金は、均等割と自治会の加

入世帯割ということで算出をしております。自治会

の加入ということも、以前は住民票の人数でやって

おりましたが、ここ数年前からは実際に加入してい

る方の人数でということでやらせていただいており

まして、段階的にちょっと減らしてきているという

状況がございます。先ほど言いましたように、女性

の方が役員になった場合には上乗せがあるというよ
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うなことも少し前から実施をしているということで、

今の形が完璧で未来永劫この交付の形がこういう形

でやるんだよということでもないと思いますので、

ただいま御提案のありましたことについても研究を

進めてまいりたいと思います。ただ、今、ちょっと

段階的に変化をしてきているというところと財政的

にはなかなか苦しいというところもありますので、

財政的な面も考慮しながら研究を進めてまいりたい

と思います。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 自治会への交付金も均等割と

世帯割で、その世帯割は住民登録の人数じゃなくて

実際の加入者ということで、実態に合わせた形でと

いうことを今聞きました。ぜひ、現状をよく理解し

ていただいて検討していただけたらと、こんな具合

に思います。 

 もう一つ、外国人世帯の方と地域の皆さんとにお

ける地域での協働活動を展開することも大変重要で

あると考えます。しかし、現実は言葉や文化の違い

があり、課題があるということでございます。外国

人世帯の方は、自分が生まれ育ってきた出身国の文

化になじんでおり、日本の文化になじんでいない方

も見られます。いろいろな国から来られた外国人と

の多文化共生の推進を図ることも必要となってまい

ります。そこで、課題の解消を目指して、外国人世

帯の方へ地域での協働活動になじむための情報提供

や問合せの窓口を設けるなどが考えられますが、い

かがでしょうか。お尋ねをいたします。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 ただいま議員からお話がありましたように、やは

り言葉の違い、文化の違いから擦れ違いが起こった

りとか、多少のトラブルもということも聞いており

ます。 

 市におきましては、外国人の方に情報発信をする

ために、市の公式多言語版のフェイスブックの運営

ですとか、国際交流協会にも委託をして、いろいろ

な情報提供、情報発信をしていただいております。

また、令和２年の１月から、今まで市役所の中では 

通訳さんというふうに呼んでいた方たちがいるので

すが、その方たちに今は総合的な窓口を担ってもら

おうということで、外国人総合窓口というふうに変

更して情報発信、それから通訳だけではなくていろ

いろな相談も受けております。これは外国人のため

の相談ということだけではなくて、日本人、例えば

自治会の方とかが外国人の方とのトラブルというと

ちょっと言い過ぎかもしれないんですけれども、何

かあったときの御相談も、まだ件数は少ないようで

すけど相談にも来て、受けているということも聞い

ておりますので、そういった形で、これは日本人の

ためとか外国人のためではなくて、湖西市民の一緒

に住む仲間のために相談を受けているというところ

で、今、実際にやっているところでございます。 

 今後につきましても、課題が解決できるようにい

ろいろな方の御意見を取り入れながら、外国の方に

情報がしっかりと伝わるように工夫をしていきたい

というふうに考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 市民協働を進めるためには、

我々日本人だけではなくて外国人世帯の方を視野に

入れて取り組んでいくことが大事だなということで、

それについて今御答弁いただきました。それについ

ては、国際交流協会等の各種団体のお話も今出てま

いりましたので、次に、６番目の質問をお願いいた

します。 

 各活動団体の育成についてということで、市民協

働による事業や活動を展開して推進させていくには、

その母体となる団体等を育成することと、市民協働

を牽引するリーダーが必要であります。団体の育成

やリーダーの育成は現在どのように行っているので

しょうか。また、育成に関して課題があるとすれば

どのようなことでしょうか。併せて、お尋ねをいた

します。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 団体の育成に関しましては、団体の運営における

相談に個別に対応しております。また、市民活動を

新たに行おうとする団体に対しましては、初期の財

政的支援といたしまして、文化の香るまちづくり事

業補助金の活用を促しております。令和２年度にお
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きましては、働ける体づくり講座を通じて障害のあ

る方をサポートする団体など計３団体が補助金を利

用しております。 

 リーダー育成に関しましては、組織、団体におい

ておのおのの方針や方向性の違いがあることから、

行政としての関わりは難しいというふうに感じてお

ります。しかし、市民活動を行おうとする人材の発

掘・育成のため、また、市民活動に興味を持ってい

ただくことと、組織立ち上げのきっかけづくりも兼

ねましてファシリテーター養成研修を実施してまい

りました。 

 課題といたしましては、団体育成については、組

織、団体の自立した自主的な活動を尊重しなければ

ならないため、行政としての関わり方が難しいこと

や、リーダーだけ養成しても直接的な市民協働に結

びつきにくいということでございます。また、リー

ダー育成に関しては、取得した技法を発揮する場が

なかなかない点などでございます。以上でございま

す。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 団体育成については、補助事

業等を用意をして、そういう事業をやるときにはそ

の団体に補助金を交付して事業を推進されるという

ことであります。金額が多ければ多いにこしたこと

はありませんけれども、金額はあまり問題にするよ

りも、まずそういう助成事業をやるんだよ、行政も

こうやって幾分か応援していくんだよと、こういう

ような何らかの形で目に見えるようなことができれ

ば、それも一つには事業を推進していくための一つ

のポイントかなと、こんな具合に思います。 

 また、リーダー育成についてはなかなか難しいと

いうようなお話がございましたけれども、総合計画

の市民協働で進めるまちづくりの中にも、地域リー

ダーの育成ということも事業として施策の中に掲げ

てございますので、いろいろな工夫をしながら、や

はりリーダーがあって、そのリーダーが活躍するこ

とによって行政と市民とのタイアップ、いわゆる協

働によって行政を進めていくということにつながっ

ていくと思います。リーダー育成について、さらな

る努力をしていただくことを期待していきたいと思

います。 

 最後に、７番目の質問をお願いいたします。 

 市民協働を推進させるために、市民協働活動の関

係者や行政の関係者などで組織する推進会議的な組

織が現在どのように活動しているのか、それについ

てお尋ねいたします。また、市民協働活動の要とな

る組織であることから、状況に合わせて見直しも必

要になってきますがどのようにされていますか。併

せて、お尋ねをいたします。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） 現在、市民協働推進

会議的な機能を果たす組織といたしまして、文化の

香るまちづくり事業審査委員会において市民活動及

び市民協働推進の一端を担っていただいております。

当委員会におきましては、新規の市民活動による

「まちづくりスタート事業」と市との協働によりま

す「協働まちづくり事業」この２つの事業につきま

して採択を行っていただいております。この委員会

につきましては、大学教授やＮＰＯ関係者などで組

織をしておりまして、専門的な知見から個々の事業

内容を評価していただいたりですとか、助言を頂く

など、市民活動と市民協働の推進に寄与していただ

いております。 

 また、政策形成過程における市民と行政による協

働のまちづくりのために未来ビジョン会議ですとか、

総合計画の市民ワーキンググループなど、それから

ＫＳＬといったものなど、様々な形で市民との協働

にも力を入れてまいりました。 

 今後も、組織、団体、市民、行政が対等の立場で

相互協力と協働意識を共有できるように努め、時代

に即した手法により市民協働を推進してまいります。

以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 総合計画には、市民協働会議、

仮称となっていますけれども、それを運営していく

よということですけれども、社会情勢の変化に合わ

せて、今は文化の香るまちづくり審査会がその役割

を担っているということでございます。形はどう変

われども、市民と行政とがしっかりと手を取り合っ

て、この行政、まちづくりを進めていくという、そ
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ういうことは非常に大切だと思います。行政をスム

ーズに進め、みんなが充実感に満ちた誇りを持てる

湖西市を築いていくには、市民協働の理念と実践は

極めて重要でございます。引き続き、市民協働を基

盤として行政が展開されていくことを期待して、こ

の質問を終わらせていただきます。 

 ２つ目の質問をお願いいたします。 

 ２つ目は、施政方針についてであります。 

 市長が述べられた施政方針の１つ目の施策は、

「安全・安心、医療福祉」について述べられており、

持続可能な市の発展を目指した職住近接を推進して

いくためには、重要な施策の一つであると言えます。 

 特に湖西病院は、市民の健康と安心を保持してい

くための使命を担った地域の医療機関として、この

たび地域包括ケア病棟の整備に取り組んでいくとい

うことでございます。このことを大いに推進してい

ただくことを期待して、現時点で意図されているこ

との概要についてお伺いをいたします。 

 最初の質問です。湖西病院においては、地域包括

ケア病床の病棟化に向けて体制を整えていくという

ことですが、どのように進めようとしているのかを

お聞きいたします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 湖西病院、今は当然新型コロナの対策というか対

応が現下の最重要事項ですので、そちらのほうに、

もちろん湖西病院に限らずですけれども、医療機関

の皆様には感謝を申し上げながら御尽力をいただい

ているところです。 

 その中でも、今御質問のあった地域包括ケアの病

棟化につきましては、これはまた新型コロナとは別

問題で、やはり将来の高齢社会ですとか、時代に合

った地域医療の体制を取っていかなければいけませ

んので、当然新型コロナでのスケジュールの変更は

今回の予算でも様々御提案をさせていただいている

ところですけれども、現状を踏まえつつ改革を進め

ていかなければいけないというふうに思っておりま

す。もともとの改革プランでは、令和４年度の３病

棟目の再開と合わせて、地域包括ケアの今は病床で

すので病棟化ということで予定をしておりましたけ

れども、現時点でもまだ新型コロナの状況によって

先がどうなるかというのは確定的なことが申し上げ

られない状況は御理解いただければと思います。 

 その中で、まずは現在病棟は２病棟、実際の稼働

でいうと103床ですね。許可されているのは196床で

すけれども、実際の病棟が今２病棟で回しています

ので、この２つの病床を現行ではいわゆる診療科別、

この棟はとか、この部屋は内科とか外科だとか、診

療科別の病床、ベッドの管理をしていただいていま

すけれども、これを言い方でいうと病気別というん

ですか、いわゆる急性期と回復期と分けて、病棟ご

とに急性期の病棟、治療の依存度が高いところと回

復期、いわゆるリハビリとか退院に向けた調整とい

うような、病棟別の体制へと切り替えていく。いわ

ゆる今まで地域包括ケア病床にしたときも、やはり

回復期だとか急性期だけではなくて、力を入れてい

くのはこういった時代に見合った、また高齢者会

等々に見合った診療というか、入院、治療体制だと

いうことを申し上げてきましたので、まずはこうい

った病棟の体制を切り替えることによって、実質地

域包括ケア病棟化というのか、病床の拡充をしてい

くということになろうかと思いますけれども、そこ

から実態としても病棟化に向けて動いていきたいと

いうふうに考えております。もちろんそのためには

医師・ドクターですとか看護師さんですとか、様々

な体制強化は必要となってきますので、そういった

採用活動と併せて、今の２病棟から３病棟に再開し

ていくということを目指して、継続的な地域医療の

中核を担っていただきたいというふうに考えており

ます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 今、お話を聞きまして、今休

床になっている93床、196床のうち103床を今は活用

しているということで、休床の93床を回復期の病床、

いわゆる療養病床として活用していくと、こういう

ことで理解をいたしました。 

 また、地域包括ケア病棟を実現するためにはどの

ような条件を満たしていくことになるのか、この点

についてお伺いできればお聞きしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 
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○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 もちろん様々な施設の基準ですとか、そういった

ものがありますので、ハード面での広さというのか、

廊下の広さとか、個別のものをクリアしていかなけ

ればいけないというふうに思っていますけれども、

さらには、やはり看護師さんの確保というのがしっ

かり病棟として運営していくためには重要となって

きますので、これも協力して行っているところでは

ありますけれども、ドクターはもちろんですけれど

も、看護師さんとか、そういったスタッフの充実も

継続して行っていかなければいけないと。ハードと

ソフトの両面で引き続き湖西病院として頑張ってい

かなければいけないというふうに認識をしておりま

す。以上です。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 今、市長のほうで構想として

イメージされている、そういう中でもしお答えでき

ればお伺いしたいなと思います。いわゆるこのケア

病棟に向けて進めていく、その体制づくりを進める

その作業はチームをつくって進めていくのか、ある

いは既存の部局が新たに担当していくのか、どのよ

うに進められていこうかなということで考えておら

れるのか。また、この着手をするのは令和３年度の

いつ頃なのか。早い時期か、あるいは後半なのか。

そして、まとめるのはいつ頃予定をしているのか。

おおよそのスケジュール的なあれがありましたら、

ぜひ聞かせていただきたいと、このように思います

がいかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 さすがに細かいところまでは僕自身も関知という

か、そこまでは立ち入ってませんけれども、２病棟

の今の急性期と回復期に分けるような形という、実

質的な病棟化というものは令和３年度に極力早い時

期にスタートしていただきたいというふうに考えて

おります。チームについては、もちろん何か新しく

というよりも今あるスタッフ、その中でも例えばド

クターなり看護師さんなり様々なスタッフの中から

そういったものを病院の中でも今やっていただいて

ますので、そこは臨機応変に引き続きやっていただ

きたいというふうに思っておりますし、今ある改革

プランが令和４年度から地域包括ケアの病棟化とい

うものを掲げておりますので、こればっかりは新型

コロナへの対応が現時点でもそうですし、お隣の、

後の質問にも出てくるかもしれませんけれども、浜

松医療センターでもクラスターが起こったりと、

我々が予測できなかったり、どうしても臨機応変に

対応しなければいけないことも出てきますので、そ

この状況を見ながらとはなりますけれども、そうは

いっても時代に合わせたこういった地域包括ケアで

すとか回復期の病床・病棟というものは、年齢構成

というか、人口減少なり高齢化の中で必要なものだ

と思っておりますので、こちらは極力新型コロナの

対応もしつつスピード感は失わずに行っていきたい

というふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 私がこうして少し掘り下げて

お聞きしているのは、今休床となっている病床をぜ

ひ活用する、そういう具合にしてほしいという思い

があることですので、その点をまた御理解いただく

中でちょっと質問を続けさせていただきます。 

 地域包括ケア病床の病棟化に向けて体制を整えて

いくという、こういう事案について、市長とそれか

ら病院管理者、経営戦略監等において情報交換とか

意見交換とかはどの程度行われたのでしょうか。ま

た、何回ぐらい行われたのか。そして、また市長が

今回地域包括ケア病棟を整備していこうと方針とし

て決意されたのはいつの時点なのか。そこら辺につ

いてお尋ねをいたします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 随時これは、毎日とは言いませんけれども、杉浦

病院管理者とか、山﨑経営戦略監を初め湖西病院の

皆さんとは状況とか意見交換とかは、湖西病院に行

くこともあれば、お越しいただいたり様々な形でや

っておりますので、そこはもちろん新型コロナの対

応があって様々意見交換をすることも多いんですけ

れども、その中での中長期的な運営というのは当然

継続的に考えていかなければならないということで、

連携は密にさせていただいております。今回のもと
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もとの病棟化そのものは予定していた、病床が今あ

るわけですから病床を拡充というのか、拡大してい

く中で病棟化をしていこうというのはもともとの改

革プランの中にあったものですので、ただ、新型コ

ロナでなかなかこういった医療体制が思うようにい

かない。今、入院も外来もどこの病院もですけど苦

労しているところですので、ここを実質的なこうい

ったことにしようというのはそんなに昔のことでは

なくて、この新型コロナを対応する中で出てきたと

いうふうに考えております。ちょっと明確な時期ま

では覚えておりませんけれども、この数か月の中で

話があったというふうに記憶をしております。以上

です。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） いろいろ情報交換、協議をさ

れて、つい最近というんですか、最近になって決意

をされたということです。ぜひ、その実現に向けて

前に進んでいただきたいと、こんなふうに考えます。 

 地域包括ケア病棟を実現させることにより、湖西

病院が地域の医療の中核として、その果たしていく

役割はさらに大きくなっていくと思いますし、病院

の経営改善を促して、経営の健全安定化につなげて

いくものと、このように理解をいたします。いや、

それだけではなく、別にこのような意図とか成果を

目指しているよというようなものがもしあればお聞

きしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これは最初から目的とか、それは決して変わるも

のではなくて、湖西病院は従来から公立のというか、

湖西市民の皆さんのための公立病院として運営いた

だいているわけでして、そこの目的自体は全く変わ

っておりません。その中での時代に合わせただった

り、これは医療機能であったりですとか、経営改善

ももちろんですけれども持続可能な中で地域の皆様

に運営、医療を提供していかなければなりませんの

で、そこは全く変わらずに、その中でこういった回

復期への軽重していくというのか、重きを置いてい

く部分というのは時代によって変わっていくし、そ

れによって経営改善も同時に進めていきたいという

思いは全く変わっておりません。以上です。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 当局側からは言いにくいと思

いますけれども、地域包括ケア病棟を実現し軌道に

早く乗せることができれば、病院の職員を初め関係

された皆さんは、自分たちの力で病院の体制を改革

し経営改善を果たしたという大きな達成感を得るこ

とができると思います。また、それだけではなく、

次の改革や改善に向けてさらに取り組んでいこうと

の意欲につながっていくと思います。また、市民の

立場から見れば、地域包括ケア病棟の病床は、知り

合いに紹介したり、あるいは今後必要な状態になれ

ば利用したいと思われる市民の方は多くいると思い

ます。統計的な資料がないのであくまでも推測です

が、大勢の市民の皆さんに歓迎されることだと私は

確信をいたします。湖西病院はまさに市民のための

病院だという認識が強まるとともに、病院に寄せる

信頼も高まるものと思われます。 

 それでは、２番目の質問をお願いいたします。 

 湖西病院は救急医療機関としての体制を強固なも

のにするために、高度急性期医療機関との役割分担

や連携の強化に取り組むとのことですが、どのよう

な体制を目指しているのか。また、意図されている

役割分担と連携の内容とはどのようなことなのか、

概要をお聞きいたします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これも先ほどと多少重複するかもしれませんけれ

ども、今、湖西病院が行っている湖西市立として、

公立病院としての機能というものは極力医療サービ

スは提供し続けないといけないというふうに認識を

しています。具体的には、現在行っていただいてい

る24時間365日、こういった救急機能を、これはや

っぱり市民の皆さんが何かあったときには少なくと

も第一次の救急での搬送の受入れということは、も

ちろん病状にもよりけりですけれども、しっかりと

受け入れていかなければならないというのが大前提

としてあろうかというふうに思っております。 

 さらに、当然湖西病院だけで全ての、高度急性期、

本当に複雑な医療も最先端の医療までというものは、
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そこは限界がありますので、いわゆる今の地域医療

構想の中でも湖西市と浜松市が二次医療圏となって

いますので、湖西病院だけではどうしても対応でき

ないような診療・治療に関しては、浜松市内の高度

急性期との連携をさらに強化していくことによって、

市民の皆さんの治療が十分にできるようにカバーを

していかなければいけないというふうに思っており

ます。これはよく浜松医科大学の今野学長とかのと

ころに行きながら意見交換をしてくる、この前もし

てきたばかりですけれども、湖西病院の方々と一緒

に行っていて、やはり湖西病院なり湖西市からお願

いするばかりでは、浜松市内の医療機関、まあ浜松

医療センターを大きな連携先としているわけですけ

れども、そこだけに頼むだけではなかなか自分たち

の患者さんもいたり、自分たちの仕事があってとい

うことですので、双方にとってメリットがあるよう

にというようなやり方をやっていかなければいけな

い。それは前の質問であった回復期、地域包括ケア

病棟などで受け入れるためには、例えば手術は浜松

医療センターを初めとした浜松市内の病院でやって

いただくんですけれども、そこからリハビリだとか

回復期に関しては、退院に向けては湖西市に戻って

きて、もしくは浜松市民の方も湖西市で受入れです

とか、そういったお互いがウィンウィンになるよう

な形で。当然浜松医療センターを初め浜松市内の病

院にとってはマーケットが広がるというようなメリ

ットも、ここは意見交換の中で出てきていますので、

一方的な形ではなくて双方にとって利益があるよう

な連携体制をこれからは取っていこうと。本当は去

年ぐらいからそういったふうにやりたかったのはや

まやまですけれども、今は新型コロナでこんな状況

ですので、残念ながら今はそこまでの話ができる状

況には至っておりませんけれども、これからワクチ

ンも始まりますし収束に向かっていくことを信じて、

こういった具体的な連携の話も行っていきたいとい

うふうに思っておりますし、これはひいてはよく言

われる分娩機能というか助産院機能ですね、そうい

ったものも湖西病院なりに導入することで、やはり

働いている方だとか小さいお子さんがいらっしゃる

方も市内の近くの医療機関で受診や健診、できれば

普通分娩までできるということまで湖西病院ででき

るようになれば、これは市民にとって大きなメリッ

トとなろうかと思いますので、こういった連携体制

というのは目下の新型コロナを対応しながらも、引

き続き対話とできれば実践というか、連携体制の強

化を進めていきたいというふうに考えております。

以上です。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） 救急医療体制としての機能を

さらに強めていかれたいと、ぜひお願いしたいと思

います。 

 かつては市の救急車が急患の患者さん等を搬送す

る医療機関として地元の湖西病院へ行くのが８割、

９割という高い率を占めていた時代もあったわけで

すけれども、今はだんだんいろいろな状況で搬送の

率も低くなっているというようなことを聞いており

ます。ぜひ近くですぐに頼りになるような湖西病院

の救急医療体制というものを強化していただきたい

なと、こんな具合に思います。 

 さて、そこで、この連携とか役割分担を進めてい

くために、その体制としては、例えば連携推進会と

いう組織をある程度立ち上げていこうとするのか、

あるいは、そういう話し合ったことをお互いに確認

し合う明文化した協定書を結んでいくような文書を

取り交わすのか。そこら辺はこんな具合にやってい

きたいよというような市長の構想があれば、その点

についてちょっとお尋ねをいたします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 もちろん具体的に煮詰まってくれば、協定なのか

覚書なのか、そこは何らかの形で行いたいというこ

とは以前から連携先とも話をさせていただいている

ところです。それが、何回も繰り返しになりますけ

れども、どうしても現時点で具体的な話ができる状

況には今の新型コロナの世の中の状況からして、そ

こはさすがに今できない状況にあるのは御理解いた

だければと思いますけれども、何らかの形でそうい

った連携強化の形式的なものも含めてですけれども、

実質的なことも今はそういった地域包括ケア病床が

できたことで受入れのお願いだとか、そういったも
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のは浜松市内の医療機関等々にも営業を含めて行わ

せていただいておりますので、形式的なこれからの

連携強化というものはまた形にしていきたいと思っ

ております。ぜひ、そこはさっき議員のお話の中に

ありました救急車の搬送率を今８割、９割とまでは

いきませんけれども、一時半分以下だったものがも

う半分以上まで、そこはおかげさまで消防なりの統

計からは搬送率は上がってきておりますので、やは

り身近な救急の搬送率というものは極力湖西病院で

受け入れさせていただいて高めていくというのが当

然理想だし、そうせねばならないというふうに考え

ております。ですので、そういった統計の数字も含

めて、さっきの吉田議員のお話にもありましたけれ

ども、湖西病院で地域包括ケア病床から病棟だとか、

そういったリハビリの受入れが強化されたとか、前

で言うと眼科の手術みたいなものも拡充されたよう

な、そういった、後の質問にも出てくるかもしれま

せんけれども、湖西病院の客観的な状況を批判とか

うわさでたたくばかりではなくて、いい面もＰＲと

か口コミをしていただくのが重要であるし、これは

言ってるだけではなくて、例えば看護師さんを御紹

介いただくとか、そういったことを１人でも２人で

も口コミで広めていただくことも重要かなと思って

いますので、そこはみんなで湖西病院を含めて地域

医療、特にこんな新型コロナの中で御苦労をされて

いる中ですので盛り上げていかなければいけないと

いうふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 吉田建二君。 

○11番（吉田建二） この後いつ頃から取り組んで

いくんだとか、いろいろなことをお聞きしたいなと

思ったんですけれども、今の市長の答弁を伺ってい

て、コロナ対策で遅れていたんだけれども、できる

だけ早く取り組んでいきたいという意思がしっかり

と私のほうに伝わってまいりましたので、これで質

問を終わりたいと思います。 

 最後に、地域包括ケア病棟の実現や高度急性期医

療機関との役割分担と連携の強化を図ることは、湖

西病院が地域医療の中核としての役割を果たし、市

民からの信頼をさらに向上させていくためには極め

て重要な施策と言えます。この施策の実現に向けて、

市長が病院管理者や経営戦略監と連携して着実に推

進していただくことを大きく期待していることを申

し上げ、私の一般質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（加藤弘己） 以上で、11番 吉田建二君の

一般質問を終わります。 

 次に、６番 菅沼 淳君の発言を許します。それ

では、６番、菅沼 淳君。 

  〔６番 菅沼 淳登壇〕 

○６番（菅沼 淳） ６番、菅沼 淳です。よろし

くお願いします。 

 早速質問に入らせていただきます。 

 主題は、喫煙における分煙・環境整備についてと

いうことで、質問しようとする背景や経緯です。令

和元年６月定例会におきまして、喫煙所設置につい

て質問をさせていただきました。このたび、湖西市

議会に令和３年２月３日付にて、浜松たばこ販売協

同組合より地方たばこ税を活用した分煙環境整備に

関する要望書が提出されたことを受け、再度、市と

してのお考えを伺いたく質問をさせていただくもの

であります。 

 たばこは、たばこ事業法で規定された合法の嗜好

品であり、また健康増進法とは禁煙法ではなく、そ

の目的は望まない受動喫煙を防止することと認識し

ております。 

 近年、健康増進法の改正や地方自治体における規

制条例といった喫煙規制の動き、また、それに伴う

既存喫煙所の撤去、度重なるたばこ税増税等の厳し

い状況は、喫煙を楽しむ者においては、経済的負担

は大きくなるばかりか、たばこを楽しむ権利さえ脅

かされているような思いではないでしょうか。望ま

ない受動喫煙を防止するためには、たばこの製造販

売また喫煙が合法である以上、「受動喫煙を受けた

くない者」と「喫煙を楽しむ者」が双方の立場を尊

重し、共存できる社会の実現を推進していくことで

はないでしょうか。禁煙として喫煙者を排除するの

ではなく、「喫煙する人」と「しない人」が共存し

ていくため、また継続安定的なたばこ税収の確保に

おいても分煙が重要であり、そのための環境整備が

必要な対策と考えることから質問をさせていただく
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ものであります。 

 質問の目的です。たばこ税収を財源とし、分煙・

共存の配慮のために、喫煙所設置に取り組んでいた

だきたいということで、それでは質問に入ります。 

 最初の質問です。過度な喫煙規制、増税などが続

けば、喫煙者はたばこをやめる、本数を減らすなど

でたばこ税収は減少し、予算に影響を与えることに

なると想定しますが、市はどのようにお考えかお伺

いをいたします。 

○議長（加藤弘己） 総務部長、登壇して答弁を願

います。 

  〔総務部長 山本一敏登壇〕 

○総務部長（山本一敏） お答えさせていただきま

す。 

 議員がおっしゃいますように、たばこ税につきま

しては、御存じのとおり、売上本数は毎年減少して

いるのが現状であります。それに対しまして、国の

ほうが税率の引上げ等の実施がありまして、市とし

ては、年度により多少の税収の増減はありますが、

約３億円以上が毎年一定的に歳入されているという

状況でございます。このたばこ税につきましては、

本当に市としては大変貴重な財源であると認識をし

ているところであります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。 

 売上の本数は減っても税率を上げれば、税収はそ

んなに変わることはないから大丈夫だと、こういう

ことだと思うんですけど、最近では喫煙者も健康被

害ですとか分煙とかの意識が高まってきていますの

で、そういうところで度重なる増税をしていくとい

うことになると、これは間違いなく消費する本数は

減りますし、税収が私は必ず減ると、こういうふう

に思います。喫煙者が減るのは歓迎するんだけれど

も、世間一般によると。行政としたら、税収が減る

のは困るということだと思うんですけど。 

 それから、ちなみにそういったことの一方で、町

のたばこ屋さんは次々と廃業に追い込まれたり、日

本たばこ産業さんは、グループ関連で来年の３月ま

でに3,000人の社員を整理すると、こういうことが

現実に起こっております。たばこに関わる方々の生

活にも大変影響を与えるという現実もあるというこ

とですね。非常に悩ましいことだと思うんですけど、

そういうことで、次の質問にいきます。 

 たばこの製造販売、喫煙が合法である以上、吸う

人、吸わない人が共存していくためには、分煙環境

の整備が重要と考えます。市として、今後、積極的

な公共場所への喫煙所設置に取り組むお考えはどう

か、お伺いをいたします。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 令和２年４月に改正健康増進法が全面施行され、

原則全ての建物で屋内禁煙と定められました。 

 施設の種類によって規制が異なり、学校や病院、

市役所は第１種施設で敷地内禁煙、体育館や図書館

などは第２種施設に含まれ、原則屋内禁煙でありま

す。 

 本市につきましては、令和元年７月の一部施行時

から第１種施設は全面禁煙、第２種施設は施設内禁

煙、一部の施設を除いて敷地内禁煙を実施していま

す。 

 市としましては、望まない受動喫煙防止の推進、

また防災の観点から原則敷地内禁煙を継続してまい

りたいと考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。原則

敷地内禁煙を継続していくことというふうに理解し

ました。 

 そこで、ただいまの答弁に御質問をさせていただ

きますけれども、この後はこの関連する質問になっ

ちゃうと思うんですけど、ただいま御答弁いただき

ました第１種施設、市役所とか学校とか病院などの

敷地内は禁煙ということなんですけど、これは喫煙

所の設置はできないという、そういう意味でしょう

か。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 健康増進法におきましては、必要な措置が取れた

場所に限り設置できることとしております。しかし

ながら、幼稚園、こども園、小中高校等、要は未成

年者が集うところにつきましては、静岡県受動喫煙
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防止条例により、努力義務でありますが屋外も喫煙

所の設置不可と規定をしておりまして、市施設にお

きましては、先ほど答弁をさせていただきましたと

おり、令和元年７月から全面禁煙をしており、屋外

でも設置をしないこととし受動喫煙防止の推進に努

めている次第でございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。必要

な措置が取られた場所ということなんですけど、必

要な措置というのは具体的にはどういう措置のこと

を言うのでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 必要な措置につきましては、まず喫煙場所が区画

されていること。それと、そこが喫煙場所である旨

の標識が掲示されていること。それと、あと、そこ

の施設の利用者が通常立ち入れない場所に設置する

こととされております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。分か

りました。 

 それから、第２種の施設の説明で、一部の施設を

除いて禁煙を実施していると言われたと思うんです

けど、一部の施設というのはどのような施設のこと

を言うのでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 現在、屋外でありますが、敷地内に喫煙所を設置

している施設につきましては、やすらぎ苑、入出火

葬場、笠子廃棄物処分場、道の駅の４施設でありま

す。この４施設につきましては、先ほど申しました

国が示している喫煙場所が区画されていること、喫

煙場所である旨の標識を掲示すること、利用者が通

常立ち入れない場所に設置すること、以上３項目の

措置を講じておりまして受動喫煙防止を図っており

ます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） よく分かりました。ありがと

うございます。 

 もう一つだけ教えてください。 

○議長（加藤弘己） 菅沼議員、よろしいですか。

今、質問の途中ですけど、ここで休憩を取りたいと

思います。よろしいですか。 

○６番（菅沼 淳） はい。 

○議長（加藤弘己） それでは、暫時休憩とします。

再開を11時15分といたします。よろしくお願いしま

す。 

午前11時03分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 菅沼 淳君の一般質問を続けます。２番の再質問

からですね。どうぞ。 

○６番（菅沼 淳） もう一つだけ教えてください。 

 公共の場所というのは建物だけでなく屋外の施設、

公園とか広場とか道路なんかがあると思うんですけ

れども、そのような場所の設置についてはどのよう

にお考えか、お伺いします。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 議員がおっしゃった、そういった屋外施設におき

ましても、望まない受動喫煙を生じさせないよう周

囲の状況に配慮が必要だと思っております。特に公

園や広場は多くのお子さんが利用する場所であり、

設置する場合には気密性の高い構造にする必要等が

あります。喫煙される方は、携帯灰皿等を持参して

いただきたいなと考えております。以上でございま

す。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 分かりました。自分で携帯用

の灰皿とか、そういうものを持参して喫煙するなら

ば特に問題はないということですか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 基本、公園、道路、広場等の屋外施設につきまし

ては禁煙という形のものは取っておりませんが、た

だし、灰皿のほうは、今、市のほうでおいていない

という状況でございます。ただし、そこで吸い殻等

をポイ捨てされますとまた今度は違う、申し上げま
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すと、うちのほうで湖西市美しい生活環境を確保す

る条例というのがございまして、そちらのほうでは

吸い殻等のポイ捨ての禁止とか、喫煙者の責務の中

では吸い殻を入れる目的とした専用の携帯用容器を

携行してくださいとか、そういったこともうたって

おりますので、そちらのほうにまた引っかかってき

てしまいますので、そういった対応をお願いしたい

ということでございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） マナーさえ守れば携帯灰皿を

して喫煙してもいいと、そういう判断でいいですよ

ね。はい。 

 もう一つ、すみません。ちなみに新所原駅、ここ

には南口と北口に灰皿、これが設置されているんで

すけど、鷲津駅の駅前、ここにはないと思うんです

けどね。あと新居町駅、ちょっと確認してないので

分からないんですけど、新居町駅は。鷲津駅につい

てはどうですか、市民の方からそういう設置してく

れというような要望はないですか。どうでしょう。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） うちの健康増進課の

ほうが担当になりますけど、そちらのほうにはそう

いった声のほうは届いておりません。それと、鷲津

駅につきましては、御覧のとおり、かなり駅を降り

てから駅前広場がございますがオープンな場所とい

うことになりますので、なかなか利用者が立ち入ら

ない場所というのは確保できないスペースが多いの

かなということで、今のところそういった設置のほ

うができていないのかなとは思っております。以上

です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 分かりました。電車に乗る前

とか、電車を降りてからというのは何だかたばこを

吸いたくなってしまうんですよね。そういうことで

ぜひ、また要望がありましたら、ぜひまた考えてい

ただければと思います。 

 次の質問にいきます。 

 喫煙所の設置には、たばこ税の一部を活用しては

と考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（竹上 弘） お答えいたします。 

 たばこ税の活用につきましては、法人市民税の減

収やコロナ禍の影響による減収も続く可能性が見込

まれ非常に厳しい財政状況であるため、コロナ対策

など早急に実施しなければならない事業に優先して

活用していきたいと考えております。現時点におき

ましては、引き続き受動喫煙の防止に取り組み、喫

煙所の設置については将来的に検討していきたいと

考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） ありがとうございます。まず

はコロナ対策事業などに優先的に活用して、喫煙所

の設置については将来的に検討していただけると理

解をしました。将来的が近い将来なのか、遠い将来

なのかは分かりませんが、愛煙家として少し希望の

光が見えたような気がします。期待しております。 

 ついでといっては何ですけれども、先ほどの前の

質問の中でお話をしたんですけれども、新所原駅の

南口・北口、ここには喫煙所が設置をされているん

ですけれども、その喫煙所はいわゆる仕切りがない

ということで灰皿がぽつんと置いてある、立派な灰

皿ですけれどもぽつんと置いてあるだけということ

で、望まない受動喫煙にはちょっと問題があるかな

と思いますので、ぜひ、ここら辺の環境の整備もた

ばこ税の一部を活用して何とかしていただければと

いうふうに思います。 

 それでは、最後の質問いきます。 

 前回も質問をしましたが、再度お伺いします。市

内のたばこ税納税者、たばこ購入者と分煙又は双方、

吸う人、吸わない人への配慮の象徴という意味にお

いて、まずは市役所敷地内で周囲に影響を与えるこ

とのない、いずれかの場所で新規に喫煙所を設置す

るお考えはどうか、お伺いをいたします。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えをします。 

 先ほどの答弁と重なってしまうところがあります

が、法律の改正後、市役所につきましては第１種施

設に位置づけられているということから、令和元年

の７月から敷地内全面禁煙を実施しているところで

ございます。議員の皆さん、また来庁される市民の
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方々、そして職員の中にも愛煙の方がいるというこ

とは重々承知をしていますが、市としましては、望

まない受動喫煙を生じさせない環境を継続すること

がまず優先であると考えておりますので、恐れ入り

ますが、現時点におきましては敷地内に喫煙所を設

ける予定はございませんと答弁させていただきます。

以上です。 

○議長（加藤弘己） 菅沼 淳君。 

○６番（菅沼 淳） 現時点においては設置の予定

はないということは分かりました。この質問は前回

と全く同じ質問なんですけど、何でこの質問にこだ

わるかといいますと、たばこ税収はほぼほぼ市内の

喫煙者が消費する本数によってもたらされる収入で、

喫煙者のみが財政に貢献している制度だと思ってお

ります。しかしながら、その喫煙者に対する世間の

風潮は大変厳しく、喫煙所の撤去など冷たい仕打ち

と感じているところだと思います。喫煙する私が言

っても説得力がないと思いますが、たばこ納税者へ

の報い、配慮、また分煙のモデルとしてたばこ税を

再分配する行政の総本山である市役所の敷地内に設

置をしていただきたいということから、再度の質問

をさせていただいているものであります。御答弁に

おきまして現時点では設置の予定はないということ

でありますが、将来的にはその限りではないと勝手

に解釈し期待をして、質問を終わります。ありがと

うございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で、６番 菅沼 淳君の

一般質問を終わります。 

 次に、５番 福永桂子さんの発言を許します。５

番 福永桂子さん。 

  〔５番 福永桂子登壇〕 

○５番（福永桂子） ５番 福永桂子です。よろし

くお願いいたします。 

 今回は積極的な女性職員の管理職登用と環境整備

について御質問いたします。 

 まず最初に、私がここ二、三日で驚いた記事があ

りました。３月５日の中日新聞の記事なんですけれ

ども、東京五輪・パラリンピック大会組織委員会の

新会長橋本聖子氏が打ち出した、委員会の女性理事

の比率が20％から42％に増えたとありました。７人

から19人に増えたんですね。これを聞いたときに、

やればできるんだというのが私の感想でした。意思

決定機関の女性比率は一つの指標であり評価できる

と中京大学教授の來田京子さんが話されています。

今後新しい理事の皆さんがどのような運営を打ち出

して、そして予算配分していくのか私は個人的に注

目しています。まだまだ一般の多くの女性たちは機

会が与えられなくて限られた仕事に就かざるを得な

い状況ですけれども、オリンピックの舞台でも女性

活躍に取り組んでいます。これから女性活躍の事例

が幾らでも出てくると思います。この思いを持って

今日の質問に臨みたいと思います。 

 それでは、質問しようとする背景や経緯です。湖

西市にあっては、職員の管理において管理職等にお

ける女性職員の登用は他の市町と比較すると低いよ

うに思います。そのあたりの事情について、湖西市

は職員の昇任(昇格)等をどのようにマネジメントさ

れた結果であると認識されているのでしょうか。湖

西市のまちづくりの策定を行うに当たって当然のこ

とですが、男性と女性の視点は異なることを前提と

すれば、今後のまちづくりには女性の視点・意見を

考慮する度合いが増えてくると考えています。 

 とりわけ、結婚をされている世帯ではどこに住む

かは大事なことであり、どこに住むかを決める際に

日常生活を営む上で何を基準にするかは例えば、買

物、子供の教育、夜間の外出を含めた町の治安など、

女性にとって魅力の度合いの高さによるものがかな

り挙げられます。そのような事柄を考慮すれば、女

性にとって魅力のあるまちづくりを進めることが、

人口減少や少子高齢化が加速し、それに伴って激し

くなる都市間競争に耐え得る必要不可欠の要件、市

長の公約の職住近接などはそれになるのではないか

と考えています。今後のまちづくりにおける鍵とな

る女性職員の視点を行政全般に反映していくことと

その視点を持った女性職員の登用とそのための環境

整備についてお聞きいたします。 

 質問の目的です。魅力あるまちづくりを進める上

でイニシアティブを持って政策づくりに直接関与す

る課長等の管理職・役職への女性の登用、また当該

女性職員のキャリア形成をどのように考えておられ
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るのかをお聞きいたします。今から９つの質問をさ

せていただきますが、個人の思いは抑えて客観的な

データに基づいて質問させていただきます。また、

他市の事例を幾つか、意外とたくさん御紹介いたし

ます。ちょっとこの前でわさわさと動くこともある

かと思いますけれどもお許しください。 

 それでは、１番目の質問に入ります。議長よろし

いですか。 

○議長（加藤弘己） はい、どうぞ。 

○５番（福永桂子） 湖西市で女性登用が進んでい

ない要因はどこにあるとお思いでしょうか。また、

今後、湖西市役所で女性の管理職登用を積極的に推

進する予定はありますか。 

○議長（加藤弘己） 総務部長、登壇して答弁をお

願いします。 

  〔総務部長 山本一敏登壇〕 

○総務部長（山本一敏） お答えをさせていただき

ます。 

 まず、女性の管理職につきましては、積極的に登

用していきたいと考えております。しかし、現状で

は、幼稚園教諭とか保育教諭、病院、消防を除く一

般行政職になりますが、これは男性と比べ、経験豊

富な世代の女性職員、いわゆる管理職相当になられ

る年代の方、この絶対数が男性に比べ女性は非常に

少ないということが、まずは管理職の少ない要因で

あると思っております。 

 反対に若い年齢層につきましては女性職員の構成

割合が高く、これは採用にもよるのですが、ここ数

年におきましては男女同じぐらい、もしくは年によ

っては女性のほうが多いぐらいという採用の仕方を

してきておりますので、若い年代につきましては女

性の構成割合が多いと。そういう方にいろいろな経

験を踏んでいただいて、いずれ女性の管理職の登用

は必然と高まっていくと捉えております。 

 なお、登用に関しましては、今後においても、人

事としましては男女を問わず、優秀な人材を適材適

所の考えで、職員の能力と適正を見極めて配置して

いく考えであります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん、どうぞ。 

○５番（福永桂子） 大体予想したお答えが返って

きたんですけれども、私もその事情は本当に理解い

たしております。まず最初に、積極的に登用してい

きたいというお言葉は本当にうれしい限りです。ぜ

ひ、よろしくお願いしたいと思います。そして、経

験豊富な女性職員の絶対数が足りないと言われるん

ですけれども、静岡県では小山町だったかな、25％

ぐらい、ちょっとこれははっきりしていないので。

ただ、静岡県は町が、市よりも町のほうが頑張って

いるんですね。絶対数はすごく少ない町が頑張って

いるというところがあります。また、優秀な人材と

適材適所とおっしゃったんですけれども、それもす

ごく本当に大切な重要なことです。けれども、適材

適所で人材をどのように定着させて、そして、どう

やって育成して、どのように市のために役立てよう

とするのかという、そのあたりがはっきりしていな

ければ、しっかりとした人材育成・人事評価がはっ

きりとしなければ、適材適所といえどもこの効果を

発揮することはできないのではないかなと私は思っ

ていますので、そのあたりをしっかりと頑張ってい

ただきたいなと思います。 

 そして、これは総務省の地方公務員における女性

活躍働き方改革のためのガイドブックにこのような

言葉があります。なぜ時間制約のある女性は管理職

になれないのか、組織としての課題を洗い出す必要

があるとしています。多くは女性職員の側の問題で

はなく、まずは女性だけに働きかけて問題解決を図

ろうとする考え方から脱却することが重要です。組

織の在り方こそが問題であるとあります。個人に帰

するのではなくて社会的・組織的に捉えていくとい

う大切なポイントだと私は思います。これを考えま

すと、性別に関係なく能力のある人を登用していけ

ばそのうち増えるだろうとか、就業女性が増えると

自然と増えていくだろうでは進まないということを

言っていると思うんですね。今までの前例や慣例に

従っていたら同じことが繰り返されるだけだと。な

ので、国も様々な観点から数値目標を立ててやって

います。延長されるだろう、女性管理職を30％にす

るという数値目標もそのうちの一つだと思いますの

で、ぜひ工夫をして、今現在の私たち市民のために

頑張っていただきたいなと思います。 
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 それでは、２番目に入ります。 

 湖西市の人事管理において女性職員の管理職への

登用について、他市町と比べて、市長はどのような

感想をお持ちでしょうか。また、市長の１期目に女

性職員の登用にどのようなお考えで臨まれたのかを

お伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 １期目とか２期目とか別に関係なく、繰り返しに

なるかもしれませんけど、女性の活躍ですとか登用

というのは非常に当然今の社会というか、未来に向

かっても重要ですので、そちらの活躍に向けてとい

うことは全く変わっておりませんし、そうあるべき

だというのはこれからも変わらずに続けております。 

 今、議員のおっしゃることは、当然総論としては

それぞれごもっともだと思いますけれども、やはり

人事に関しては各論というか、じゃあ、誰をどこに

という張り付け作業が人事に関してはどうしても必

要となってきますので、そこに関しては様々な御自

身の希望であったりとか、そこでのポストだとか、

さっき部長のほうから絶対数のお話もありましたけ

れども、そこをよく見極めてやっていく必要がある

と思っています。別に男女にかかわらずというか、

性別だとか年齢だとかに関わることなく、登用とい

うのは適材適所でやっていくというのは当然のこと

だと思っていますので、どうしても今は絶対数が少

ないというのはあろうかと思いますけれども、今は

管理職に限らず、例えば今までの僕が市長になって

からの政策だって、例えばハピアニ事業であるとか、

ＤＸであるとか、様々なそういった女性の方々から

アイデアを頂いて実現しているものというのは数多

くあるわけで、若手の女性の職員なんかでもそうい

った今回のラインのテイクアウトクーポンも含めて

様々な新しいこと、アイデアもたくさん出していた

だいていますので、そこは人事の登用とかというの

はどうしても総論と各論としっかりと両方が実現す

るように個別具体の適性とか希望とかそういったも

のも含めて判断しなければいけませんけれども、総

論としての御活躍というのは全く議員と変わらない

というふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ありがとうございます。積極

的に頑張りたいという意思は大変伝わりました。各

論という話もありますけれども、性別・年齢にかか

わらずやっていく、それは人権として当たり前のこ

となんですけれども、けれども実際に現実を見ると

女性の管理職は少ないということなんですね。この

格差を見詰めていかなければならない、それを埋め

るために、性別・年齢に関わりなく平等になるため

に環境を整えていくということが必要なんだと思い

ます。そのあたりを受け止めていただけたらなと思

っています。 

 それから、今の市長のお言葉で、私は前の12月定

例会において市長が言われた言葉を思い出すんです

けれども、女性活躍は湖西市の未来に向かって大変

重要な事業であると承知しているとおっしゃってい

るんですね。私はそのことをとても重く受け止めま

した。今回も努力していただけるという思いが伝わ

りますので、私は市長を応援したいと、その思いを

応援したいと、そうエールを送りたいと思います。 

 そして、ここでデータ的なことを申し上げておき

ますね。内閣府の令和元年度見える化マップ、これ

は毎年ずっと更新されるんですけれども、管理職に

占める女性の割合において湖西市は4.7％、県内23

市の中で最低です。そして、県市町村平均は14.2％

です。また、若い世代とはおっしゃいますけれども、

係長相当に占める女性の割合において湖西市は

14.5％、県内23市中22番目です。そして、県市町村

平均は37.4％となっています。まだまだ頑張る余地

があるということで、ぜひ人事のことは時間がかか

ると思うんですけれども、だからこそ今を全力投球

で頑張っていただきたいなと思います。 

 それでは、３番目に入ります。 

○議長（加藤弘己） 答弁はよろしいですか。 

○５番（福永桂子） 何かございます。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 何か答弁しろと言われたのか、議長から言われた

のか分かりませんが、ありがとうございます。やっ

ぱり、人事に関しては本当に総論としてはそのとお
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りで、それをどう実現するかというのは個別にポス

トがあったり、なければつくったりするということ

も、これからの子育て支援だとか高齢者福祉等々も

含めて様々なところで活躍の場はおありだと思いま

すので、そこはしっかり頑張らなければいけないと

いうふうに思っています。係長年次といっても、若

手といっても40代ぐらいになりますので、もっとも

っと20代30代の構成からしたらもっとこれから登用

できると思っていますので、管理職なのか係長以下

なのかは分かりませんけれども、そこはしっかりと

個々の適正というのか希望というのか、そういった

ものを見ながらやっていく必要があろうと思ってい

ます。 

 12月の話が出たので、ちょっとすみません、僕も

全部は記憶してませんけれども、自分の記憶の限り

では、市役所という限った世界ではなくて、やはり

市内の企業もこれまでの一般質問でも製造業とか自

動車産業がどうしても多いという話が出ていますけ

れども、そちらでもどうしても女性の登用数が少な

いというお話が、相当これは市内の企業でも言って

いるし、そういった客観的な経済研究所というかコ

ンサルからもお話をいただいてますので、そういっ

た市内全体の働く場としての女性活躍というのは全

体的に底上げをするということが必要で、これは今

年はどうしてもコロナで様々な女性活躍事業ができ

なかったものもありますけれども、継続して行わな

ければいけないというふうに思っております。以上

です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん、３番目ですか。

はい、どうぞ。 

○５番（福永桂子） 今、おっしゃったことで、若

い世代が管理職に就くには何十年という月日が流れ

るわけで、その月日の間どうするのかということが

やっぱり大事なんですね。よろしくお願いいたしま

す。 

 では、３番目に入ります。 

 湖西市の人事管理において女性職員の管理職登用

に当たり、必要なキャリア形成をどのようにマネジ

メントされているのか、お伺いいたします。包括的

な計画があればお示しください。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えします。 

 職員の人材育成、キャリア形成については、ＯＪ

Ｔ研修、職歴に応じた階層別の研修のほか、外部研

修の実施による能力開発に加え、人事評価制度の活

用等により、職員に必要なキャリア形成に努めてい

るところであります。 

 本年度につきましては、女性が活躍する職場を目

指した女性活躍推進研修を実施する予定でしたが、

御存じのとおりコロナの影響ということで、予算は

通りましたけど実施できなかったというのが実態で

あります。 

 そういうこともありまして、来年度予算にも当然

女性活躍推進研修の費用を盛り込んでいますので、

引き続き女性職員のキャリア形成につながるような

機会を設けていきたいと考えております。 

 また、先月から始めたばかりですが、試行的に実

施しています時差出勤制度や在宅勤務制度などのよ

うに、職員が仕事で活躍できる職場環境の改善にも

取り組み始めているところであります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） もうちょっとマネジメントな

ので、入社してから管理職になる、そして退職する

という、そこまでがやっぱりマネジメントされなけ

ればならないんじゃないかなと私は思っています。

やはり、女性が頑張れるように女性のキャリアパス

を明らかに明示していただきたいという、そういう

思いでの質問です。もちろん研修は一ついいことだ

と思っています。 

 ちょっとすみません、女性職員の活躍の事例とし

て載っていたんですけれども、これはちょっと大き

な市で北九州市なんですけど、やっぱり市長の強い

リーダーシップでなされたもので、女性活躍推進本

部を設置しているんですね。そして、人事部内に人

材育成女性活躍推進係を新設して、女性活躍推進ア

クションプランを策定されています。すごく積極的

ですね。そして、第１期アクションプランでは女性

職員の能力開発やキャリア形成とか、各部局におけ

る独自の女性活躍に関する取組施策の立案、推進、

管理職の意識改革などに取り組んでおられて、第２
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期アクションでは男性職員の育児休暇の取得であっ

たりとか、育児参加促進なども推進する、性別にか

かわらず職員の成長を促す視点も追加したというこ

とで、大変低かった6.2％から29年度に14.8％に上

昇して、女性局長も当たり前に出るようになったと、

そういうふうなことです。一つの事例ですね。これ

はすごくいいなと思うんですけれども、あと幾つも

あるんですけれども、これだけ、ここにしておきま

す。また調べていただいたら分かると思うことです

ので。 

 私は、キャリア形成の道筋をつけるというのは総

務部でお考えがあるとは思うんですけど、とても大

切なポイントは、自分がどのような人材として評価

されているのかということが分かることだと思うん

ですね。これは女性も男性も何もないと思うんです

けれども、人事評価を全員にフィードバックすると

いうことが必要と思っています。それによって、あ

なたのここが足りませんよ、キャリアを形成してい

くならこの級でこんなことを習得してほしいんです

よが職員に伝わっていくというのが大切だと思って

いるんですけれども、その点はどうお考えですか。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えします。 

 今、人事評価の一つの例が提案されました。実際

に、現状は今人事評価をするに当たりましては、お

のおのの職員が所属長、課長等と面接を行います。

その中で、その職員が思っていることまた感じてい

ること等を直接の所属長にお話をされて、そこで所

属長がいろいろなまた指導、相談等を行ったものが

評価されて上がってきているということで、これは

所属長がいわゆる管理職の能力も問われる話になっ

てくると思うんですよね。ただ、一方的に上がって

きたものを勝手に上の者が評価しているんじゃない

よと。お互いに相談というかね、ちゃんと目標を設

定する段階でも面接をしておりますし、評価する段

階においても当然面接をして、おのおのの意見を聞

いた中で評価しておりますので、そういう面である

程度の指導ができていくんじゃないかなと。繰り返

しになってしまいますけど、管理職の能力がまた求

められて、それが部下に反映できればいいキャリア

形成につながっていくものと考えております。以上

です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） ぜひ、人事評価のフィードバ

ック、キャッチボールをよろしくお願いいたします。 

 ちょっと忘れていました、調布市において昇格試

験の受験率の男女差が見られるので、受験年齢の引

上げを主とした昇任試験制度の見直しを実施してい

るんですけれども、湖西市はこのような主任職のと

きの試験は何歳以上とか、そういうふうな係長は何

歳以上とかあるんでしょうかね。それと、また、そ

れを男女差が見られたりするので変えていきたいな

とか、そういうお考えはあるのかなというところま

で。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えします。 

 湖西市におきましては、昇任、昇格についての試

験制度は今は設けておりません。一般に言う職務級

１級から２級、２級から３級と上がっていくのに当

たりまして、そこの経験年数の基準がございます。

それを経験した中で上へ、ある程度４級までにつき

ましては、いろいろな問題がなければ自動的に上が

っていく形になります。ただ、その上の今度は係長

級になりますとやはり評価、それは当然上司のほう

の評価が出てきますけど、それを見極めた中での昇

格となりますので、今言うような試験制度は設けて

いないということであります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。そうすると、

昇任に対する不安解消というのをやっていかないと

いけないということになると思いますね。はい、あ

りがとうございます。 

 それでは、４番に入ります。 

 女性のロールモデルの設定は女性が活躍できる風

土づくりにつながると言われていますが、何かお考

えはありますか。例えば一案として、課長や特に部

長職に民間や国から女性職員を迎え入れるお考えは

ありますでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えします。 
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 女性職員のスキルアップやキャリア形成において、

目標・手本となるロールモデルを設定することは、

大変有効な手法であると考えています。これは先進

地といいますか、他の取組状況を、他市等、民間も

含めて取組状況を参考に、機会があればそうした手

法を湖西市としても取り入れていきたいと考えてい

るところであります。 

 また、今提案のありました外部人材の活用につき

ましては、非常に市役所内に外部から入れば新しい

風が入るといいますか、今までの職員が刺激を受け

たりして非常にそういう効果が期待されますので、

これは積極的に活用していきたいと考えているとこ

ろであります。 

 来年度も外部人材の活用は予定をしております。

ただ、これは女性に限ってというわけではなく、今

の湖西市にとって必要な部署に必要な人材、これは

女性男性を問わず適材の人を積極的に活用していき

たいと考えて、今、話を進めているところでありま

す。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） おっしゃっていることは大変

理解できて、外部人材の活用も大変よいことだと思

いますけれども、このロールモデルはやっぱり女性

ではなくてはならないですので、その辺は外部人材

にも女性職員を迎えるとか、女性の民間での管理職

の方を迎え入れるとか、そういうふうなことも考え

ていただけたらうれしいなと思います。 

 そして、多分、今のお話を聞いていて、なぜロー

ルモデルが必要なのかということが少し明らかでは

ないのかなと思いますので、女性というのは女性ホ

ルモンの変化が大きいと言われているんですね。そ

して、もちろん御存じのとおり女性特有の生理がき

ます。そして、結婚します。名前が変わります。そ

して、子供ができ出産します。子育てが落ち着くと

更年期がきます。生涯を通じて身体的・精神的に大

きな変化に見舞われるんですね。そのとき男性と同

じ働き方ができるわけはないんですね。そして、男

性が考えたそのシステム、ものでは女性ははまって

いけないという、そこに問題がある場合が多いんで

すね。ですので、職場に復帰した後も、例えば子供

が熱を出したらどちらが休むかというと女性でしょ

うね。そして、家事・育児・介護に追われているの

はおおむね女性です。大事な会議があっても休まな

いとならないんですね、そうなると。ママは仕事を

休まないといけない環境にいるんだねということな

んですよね。そういうところを克服して管理職にな

っていっている人たちのそういう体験を目の当たり

にすることは、やはり不安なことも多い中、その不

安を取り除いたり明るい未来を見せれたりすると思

いますので、ぜひ、このことについては考えていた

だきたいなと思います。 

 そして、事例ですけど、内閣官房から女性国家公

務員の活躍事例が紹介されていますので、よかった

らまた見てください。 

 では、５番目に入ります。 

 女性活躍のための環境整備が重要だと考えますが、

産休・育休取得の職員において、復帰後に昇給・昇

格などを含めて不利になっていることはありません

か。 

○総務部長（山本一敏） お答えします。 

 昇給や昇格、これにつきましては条例や規則の基

準に従って、職員ごとの勤務経験年数などにより判

定していますので、育児休業を取得したからといっ

て不利になることはありません。 

 ただ、入庁年数が少ない職務級の下の２級や３級

などの職員が昇格する際に、育児休業を取得するケ

ースと取得しないケースとでは当然経験年数がそこ

で変わってしまいますので、同じ学歴の同期入庁で

あっても昇格時期が異なる場合は、これはあります。 

 なお、管理職の登用につきましては、先ほども申

しましたけど、職員の能力や適性、適材の場所等で

判断をさせていただきますので、育児休業を取得し

たからといって昇格しないということはございませ

ん。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。内部のことで

すので、またよろしくお願いします。 

 そして、今、女性職員は採用件数は増えたし、そ

して継続年数も上がってきています。でも、そのこ

とにおいて、女性職員のマミートラックが職場で定
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着し出してきているということがあるんですけれど

も、湖西市ではどうでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） すみません、もう一度お

願いできますか。マンエンですか。 

○５番（福永桂子） マミートラックという言葉で、

マミートラックというのは、子育てをしながら働く

女性が様々な制約のある働きを理由として、仕事に

おける役割や業務内容まで限定されてしまって従来

のキャリアコースから外れてしまうという、そうい

う状況のことをマミートラックと言います。そのよ

うな状況が湖西市の中で起こっていないかというこ

とを少しお聞きしています。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） 勉強になりました。これ

は個々の状況によるものが大きなものと思います。

人事のほうとしましては、ある程度そういう育休・

産休等も考慮した中での異動等は当然加味してやっ

ておりますので、職員のほうから、今、福永議員が

言われたようなことを実際には聞いていないという

状況であります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） これからも気をつけていただ

けたらと思います。 

 そして、いろいろな不安からインポスター症候群

というのがあるんですね。それは自分の力で何かを

達成しても、そして周囲から高く評価されても自分

にはそのような能力はないとか、評価されるのに値

しないとか、要するに自己を過小評価してしまうと

いう症候群なんですけれども、それは男性よりも女

性に圧倒的に多いと言われているんですね。それは

環境によってもやっぱり起こると言われているんで

すけれども、特にそれが起こるのは有能な女性であ

ったり、キャリアを築いている女性だったり、高い

能力を捉えている女性にあるというんですけれども、

そういうことは湖西市ではどうでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えをさせていただき

ます。 

 実際に、やはり女性を係長以上、課長代理、課長

等に登用するに当たりまして、拒否される女性がい

ることは確かであります。こちらとしては優秀、適

材という形の中で登用を考えている中で、私には向

いていない、また、なった方においても降格をさせ

てもらいたいというのは、やはり男性より女性のほ

うが多いのは実態であります。人事としましては、

その方に対しては個別の面談をさせていただいた中

で、それが家庭の事情でどうしても仕事云々じゃな

くてという場合には考慮をさせてもらいますが、仕

事の内容なら周りのフォロー等がそれで取れる形を

また考えて、こちらも助言をして努めていただく形

になっておりますので、いないのかといえば女性の

ほうが確かに多いのは、数名ですがいらっしゃいま

すという答弁にさせてもらいます。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん、質問の途中で

すけど、ここで一旦区切りをつけてお昼の休憩を取

りたいと思いますので、よろしいですか。 

○５番（福永桂子） ５番もうあとちょっとで終わ

ると思います。 

○議長（加藤弘己） 一言、それじゃあ、一言いい

なさい。 

○５番（福永桂子） 総務部長がそういうインポス

ター症候群について理解を示されたことは大変うれ

しく思いますので、これからもそういう症候群とい

うのはいろいろな種類がありますので、また、その

都度よろしくお願いいたします。 

○議長（加藤弘己） はい、ありがとうございます。 

 それでは、休憩に入りたいと思います。再開は午

後１時でございます。13時00分とします。よろしく

お願いします。 

午後０時02分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 福永桂子さんの一般質問を続けます。６問目から

ですね。お願いします。福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） それでは、６番目を始めます。 

 男性職員の育児休暇取得状況を教えてください。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 
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○総務部長（山本一敏） お答えします。 

 男性職員の育児休暇取得実績でございますけれど

も、平成30年度に１名、令和元年度に１名、以上が

取得している状況でございます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 多いとは言えない状況なんで

すけれども、それでも、まあ、全国的に見ても１週

間程度が大体多いんですね、男性の育児参加という

のは。なので、やっぱり女性のように長い時間を男

性も取れるように、本当にそれができればいいんで

すけど、まずは３日でも４日でも５日でも１週間で

もいいので、子育てを経験してもらうということも

大事かなと思っていますので、ぜひ、頑張ってくだ

さいね。 

 それでは、次に入ります。 

 職員が産休・育休を取りやすいように周知・啓発

されているでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） 女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律というのがございまして、

それに基づいて平成27年度に市として策定した湖西

市特定事業主行動計画というものがあります。その

中に、女性だけではなく男性も今言われたように育

児休暇の取得率について上げていこうという目標を

挙げて、男性職員も育児休暇を取りやすい環境づく

りに努めているところであります。折に触れて、こ

の計画内容を職員に周知し、育児休業の取得の促進

に努めているところであります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 大切なことだと思います。そ

して、女性の社会進出とまた男性の育児休暇という

のは本当にセットになっているようなもので、窓口

としてワークライフバランスが大変大事になってき

ますけれども、ワークライフバランスのその内容と

いうか意義が皆さんによく伝わっているのかどうか

というのがとても心配なことなんですね。仕事と生

活の相乗効果をもたらすことであるということがそ

もそも伝わっているならいいんですけれども、その

辺はどうですか。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えします。 

 ワークライフバランスにつきましては、これは働

き方改革のほうにも当然つながっているものだと思

っております。そうした意味で当然残業、時間外を

減らすと、その分家庭への視線を向けるといいます

か、家庭の時間に使っていただきたいということで、

まずは時間外を減らす形の努力を職員には今促して

いるところであります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） それだけではなくて、やっぱ

りワークライフバランスそのものがどういう意義を

持っていくのかということを講習するということが

必要かなと思います。制度を十分活用してねという

ことから始まって、時間管理を自分でも工夫できる

でしょ、職場での自分の状況を理解してくれる人を

自ら増やしてねとかいう、そういうこともやっぱり

仕事と生活のバランスですので大事なことだと思い

ますので、講習なんかもされてもいいのかなと思い

ます。 

 それから、一つちょっと事例なんですけれども、

茨城県の龍ケ崎市で市長のリーダーシップによる男

性育児休業取得促進の実施例を挙げてみます。ＩＫ

ＵＭＥＮ☆ＴＨＥ男会ミーティングというのをやっ

ていて、男性の育児参加の重要性について認識を深

めて男性職員の意識啓発を図ることを目的として、

市長を交えて育児中、おおむね１歳に近い子の男性

を対象としたミーティングを開催しているんですね。

だから、市長自ら育児休暇を取ってくれよ、頑張っ

て育児に参加してくれよというふうなことをそこで

伝えているということなんですね。どうですか、市

長、されませんか、こういうことは。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 いい取組であれば、また考えてみたいと思います。

以上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） また考えてみてください。 

 そして、一つ千葉市がイクメンハンドブックとい

うのを作成しているんですね。大変安価にできるよ

うなもので、こういうものなんですけれども、この
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中に男性も育児休暇を取得するのが当たり前という、

これも市長の強いリーダーシップで始められたもの

で、中身は後で渡しますけど大変うまく作られてい

て、パパのための出産準備、押さえておきたい６つ

のポイントから、解決育児のお悩み、子供の事故を

防ぐにはとかいうふうな、赤ちゃんにミルクをあげ

るには、お風呂に入れるには、おむつを替えるには

というふうな実際的なことも説明がしてあって、そ

して、子供の予防接種から、それから個別接種など、

またお父さんの力を地域の子育て支援拠点なんかで

発揮していこうというふうな、そういう実例も載っ

ています。大変ワークライフバランスのすすめとい

う３つのポイントというのも書かれてあるんですね。

こういうものは市民にも必要だと思いますので、ま

た作るような機会があればいいなと思うんですけれ

ども、考えてみてください。 

 最後に言いたいことは、このコロナ禍でテレワー

クも進みまして働く女性の75％が５割以上の家事を

負担して、75％ですよ。そして、家事・育児を家族

でいかに協力し合えるかが今後の課題だとしている

アンケート調査があるんですね。やはり、そういう

意味において男性の育児経験というのが、女性だけ

のためではなくて職場のダイバーシティにプラスで

あって、仕事においても多様な価値観とか考え方を

もたらすと今はもう考えられていますので、ぜひ、

組織において喜ばしいことであるはずなので、確実

に育児休業を取得してもらえるように周知・啓発を

考えていただきたいな、事例を参考にしてやってい

ただきたいなと思います。 

 じゃあ、次にいきます。 

○議長（加藤弘己） 福永さん、今はどこの質問で

すか。 

○５番（福永桂子） 今７番が終わりました。次、

８番に入ります。 

○議長（加藤弘己） はい。答弁はいいですね。８

番ですね、次は。 

○５番（福永桂子） はい。 

 男性職員が育休を取りやすいように、育休を取得

することを評価する考えはありませんか。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えします。 

 男性職員が育児に参画し、配偶者の負担を軽減す

ることは、仕事と家庭の両立の上で非常に重要だと

思っております。男性職員が育児休業の取得をため

らうことがないよう、男性職員の積極的な取得を促

し、今後も意識啓発を続けていきたいと考えており

ます。 

 今、申されました育児休業の取得については、職

員と家族とのいろいろな問題等がございまして選択

によるもので、現状、男性職員でも女性職員でもこ

れは取得できる制度でございます。職員の自主性に

任せているところでありますし、今言われた評価を

するということに関しましては、反対に育児休業を

取りたくても取れない方にとっては、その項目は逆

に不利な項目になってしまいますので、評価項目に

それを加えるのは少し難しいと考えております。以

上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） そうですね、同性婚とか、子

供ができないことなどには不利に働きますね。 

 ほかを全国的に見ると、男性の育児休業の取得促

進奨励金というのを出しているところがあるんです

ね。中小企業に向けてとか、いろいろなんですけれ

ども、そういうことも評価の一つかなとは思います。 

 次にいきます。９番です。 

○議長（加藤弘己） 今は８番の。 

○５番（福永桂子） ８番は終わりました。９番で

す。 

○議長（加藤弘己） 福永さん、あと３分で30分に

なりますので。 

○５番（福永桂子） ９番、最後の質問です。 

 湖西市男女共同参画推進プランなどには、具体的

な管理職・役職に占める女性の割合の数値目標を入

れていませんが、今後、市として数値目標を掲げる

考えはありますか。 

○議長（加藤弘己） 総務部長。 

○総務部長（山本一敏） お答えします。 

 湖西市男女共同参画推進計画の作成に当たりまし

ては湖西市男女共同参画審議会で議論がございまし

て、その中で管理職、役職に占める女性の割合の数
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値目標は設定しないという形になったそうです。 

 市役所のほうのいわゆる管理職等の目標につきま

しては、これは１事業所として作成している、先ほ

ど申し上げました湖西市特定事業主行動計画におい

て、課長代理級以上の管理職に占める女性の職員の

数値目標を掲げております。 

 また、この計画期間が今年の令和２年度までとな

っておりますので、来年度、令和３年度からの新た

な計画策定も現在進めているところであります。以

上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 男女共同参画審議会の会議録

を私も読ませていただいたんですけれども、会長さ

んのほうは進めていらっしゃったということですね。

そして、静岡県の第２次男女共同参画基本計画には、

事業所の管理職に占める女性の割合を係長も課長も

部長もそれぞれの相当職で目標数値を挙げているん

ですね。そして、その上に県職員の女性登用状況で、

知事部局、また県職員の女性登用状況の教育委員会

でも数値目標をそれぞれに挙げています。というこ

とは、この県に見習って湖西市でもこういうことが、

私は、男女共同参画推進プランに載せることはでき

ないかなと思うんですけれども、それについてはど

う思われますか。 

○議長（加藤弘己） 市民安全部長。 

○市民安全部長（小林勝美） お答えいたします。 

 先ほど総務部長が申しましたように、また議員も

議事録を見ていただいたということで、１回目のと

きに、やはりそんな議論がございました。ほかの市

では市役所の目標値を設定しているところもあるし、

設定していないところもあるということで、国のほ

うでも本当に細かく部長級が何パーセントとか、課

長級がどうだ、係長が何パーセントというふうに細

かに設定してあるというのは承知はしておりますが、

審議会のほうでは結論的には目標としては定めない

ということになりましたので、審議会の結果という

のを尊重したいなというふうに考えております。以

上です。 

○議長（加藤弘己） 福永桂子さん。 

○５番（福永桂子） 分かりました。そうしたら、

最後ですね。実現可能性も踏まえて主体的な数値目

標を設定して、湖西市の目指す姿を職員と企業と市

民にしっかりとアピールして、みんなで頑張る体制

は必要だと思いますので、それをプランに載せると

いうことは大変意義のあることと思いますので、ま

た途中でプランを見直すことがあれば再検討してい

ただきたいなと思います。 

 そして、締めくくりに、女性の登用においては庁

内もさることながら、足元の湖西市議会でも遅れて

いるなと思っています。副議長は出ているけれど議

長はいまだ出ていないんですね。執行側の任命権者

は市長でありますし、最終的な判断は市長です。だ

からこそ、全国的に市長がリーダーシップをとって

進めていかれるところが多いわけですね。ぜひ、強

力に環境整備に力を入れていただいて、市長の任期

中に湖西市初の女性部長の誕生を期待しています。

そして、着任後は全力で応援していただきたいなと

思います。これからの湖西市の女性活躍にエールを

送り、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（加藤弘己） 以上で、５番 福永桂子さん

の一般質問を終わります。 

 次に、４番 三上 元君の発言を許します。４番 

三上 元君。 

  〔４番 三上 元登壇〕 

○４番（三上 元） ４番 三上 元でございます。 

 この質問に当たりまして、質問は大変シンプルな

のですが背景・経緯がございまして、そのことから

まずお話をしたいと思います。 

 11年前に「奪われる日本の森」という本が出まし

た。外資が水資源を狙っている、２人の博士でござ

いますが、平野秀樹さんと安田喜憲さん、この２人

の博士が書いたわけでございます。そして、３年前

に浜松市が上下水道を共に民営化しようという話が

話題になり、２年前の選挙ではかなりの市民団体が

それに反対をしていろいろな活動をしていたことが

ありました。そのときに堤未果さんの本「日本が売

られる」という本が出まして、これも読ませてもら

いました。浜松市の下水の民間委託が既に載ってお

りました。そして、１年半前に「日本の水道をどう

する」こういう内田聖子さんが監修していろいろな
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人が書いている本が出ました。水道民営化は30年前

から世界の話題になっていたわけでございます。民

間委託というのは、サービスの向上になるか、ある

いはコストダウンになるのか、大きく分けてどちら

かの効果を狙うものかというふうに思います。思え

ばアメニティプラザを民営化するに当たってヒアリ

ングに参加したときに、いろいろなスポーツ教室の

ノウハウがあるから、民間にそういうノウハウがあ

るので民間に任せたほうが集客が上がるはずなんだ

ということを言われて、なるほど、そうかもしれな

いというふうに思ったことを思い出します。けれど

も、コストダウンに関してはそんなにできるはずが

ないという感じがありました。そんな11年前から水

に関心があった私にとって、２月９日の日に地元に

２紙ありますが片方の新聞が湖西市水道料金収納業

務を民間に委託、年間3,500万円削減という大きな

カラー写真付きの記事が載っかりました。収納業務

で１億円のコストをかけていないんじゃないかなと

頭の中で考えた私は、3,500万ということは35％削

減です、１億円にしても。すごい率の削減だなとび

っくりしました。３日後に議員全員協議会が予定さ

れていますのでそのときに聞こうかなと思っていま

したら、知り合いの市民の人から早速電話がありま

して、すごい削減だなと、これは三上さん、しっか

りそのことの内容を伝えてくれと言われて、そのと

おりだなというふうに答えたわけでございます。そ

うしましたら、全員協議会で質問をするからという

ふうにひそかに伝えていたわけでございますが、私

の質問をする前に発言をしていただきまして、環境

部長から説明がありました。3,500万円の削減では

なく、今6,000万円ぐらいのコストで収納業務を行

っていると。それが5,000万円ぐらいになりそうだ

と思うということで、1,000万円、約２割ぐらいな

んだということの発表があり、ということは3,500

万円の差は何だったのと、これは単独で委託した場

合と豊橋への共同委託をした場合との差が3,500万

円で、3,500万円の内容が削減ではなかったという

ことが判明したわけでございます。しかし、6,000

万円かかっているものがゼロになってしまった場合

は5,000万円にすれば1,000万円の削減、２割の削減

というふうになりますが、ゼロになるんだろうかな

と。500万円ぐらいの仕事が残るんだとしたら、湖

西市においても行うべきことが残るとしたら１割の

削減でしかないかもしれない。そういう35％削減と

比べたら巨大な削減というほどの率ではないわけで

ございます。そして、民間というのは、知恵もあり

ますが悪知恵もあります。最初は安いものを提示し

ておいてだんだん高くする。通販でよくあるケース

です。初回は幾ら、２回目からは高くなるというよ

うなケースがよくあることを、この30年間の世界の

水道の委託の歴史が物語っているわけでございます。

そんなことから、今6,000万円のときに、今自前で

やっている6,000万円を絞りに絞りコストダウンを

したときに幾らになるのかということをまず原価計

算をし、吟味していただきたい。そして、吟味に吟

味しコストダウンした状態と委託した場合を比較し

てほしいんです。今6,000万円、もっともっと絞れ

ば絞るほどもっと削減できるかもしれないというこ

とを考えた中で委託ということを考えていただきた

い。原価計算をするというときには、私はたまたま

学校で原価計算を勉強していたわけでございますが、

微妙に計算のやり方によって判断が変わってまいり

ます。幾らが本当の原価なのかが分かりにくい要素

もございます。あくまでも委託した場合何の仕事が

残り、何の仕事は全部渡してしまうのか。もう一つ

は、設備投資がある場合に、民間業者が設備投資を

したとすれば、ある程度長い期間を投資したものを

取り返す期間が必要ですから、水道なんかは20年と

か25年とかいうのを契約してくれと、こんなことに

なってしまうわけでございます。その間どんどん経

費が上げられてしまうということが考えられる。そ

んなことで質問の目的は、原価計算を本当にしっか

りやってほしいこと。そして、委託したときにどう

なるのかを、失敗したと、計算違いだったというこ

とがないようにしていただきたいということから質

問しているわけでございます。 

 第１の質問に移ります。 

 仕事を受けた民間業者は、初期には安く、数年か

けてじりじり値上げするのが一般的でありますが、

このことを十分承知した中で委託を発表するという
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方針を確定したのかどうか。これをまずお伺いした

いと思います。 

○議長（加藤弘己） 環境部長。 

  〔環境部長 川上惠資登壇〕 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 今回の水道料金収納業務等の共同化につきまして

は、豊橋市が既に契約を締結している豊橋市上下水

道局収納業務等包括業務委託の受託業者に対して、

湖西市が水道料金収納業務等を令和４年度から令和

６年度まで委託しようとするものでございます。委

託に当たりましては、３か年の包括業務委託を予定

しているため、年度ごとに価格が変動することはな

いと考えてございます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 三上 元君。 

○４番（三上 元） 今の答弁は、３年間の契約を

するので３年以内の変更はない、それは分かりまし

た。私が問題にしているのは、水道の契約は長い中

の３年間の区切りですから４年目にどうなるか分か

らない。４年目に上げてきたときに、次の３年で業

者を変更するということは容易なのかどうかという

ことを関連してお伺いしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 当市といたしましては、令和７年度からの委託業

務につきましては再度業者の選定をし、豊橋市と湖

西市で委託業務の共同発注を行い、仕様やコストの

面を評価することで参画業者間の競争を働かせ委託

費が高騰することがないよう、豊橋市と引き続き協

議を進めていきたいと考えております。以上でござ

います。 

○議長（加藤弘己） 三上 元君。 

○４番（三上 元） ３年で業者を変更することは

可能なんだという前提に立っているということをお

伺いいたしましたが、この業務委託を受ける業者は

何らかの設備投資をするのかどうか、お伺いしたい

と思います。 

○議長（加藤弘己） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 業務につきましては、委託費の中でそれを用意す

るという形になっておりますので、業者が用意する

ということではなくて、委託費の中でその分を賄う

というような形になっております。今の豊橋市の業

務につきましても５か年の契約という形で、その途

中に湖西市が入りますので、５年ごとに契約の相手

を見直して契約していくということで豊橋市のほう

も考えているということで理解しております。以上

でございます。 

○議長（加藤弘己） 三上 元君。 

○４番（三上 元） 豊橋市は５年単位で委託して

いて、うちは３年単位で委託しているというふうに

今聞いたのですが、豊橋市が５年単位で委託してい

てうちが乗っかることによって、うちが最初は３年

間かもしらんけど、途中だから、次は５年間になる

という意味でしょうか。以上です。 

○議長（加藤弘己） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） そのとおりでございます。 

○議長（加藤弘己） 三上 元君。 

○４番（三上 元） そういう意味では、今の答弁

を聞いていると、３年ごとに変えられるというふう

に言っていて、途中で豊橋市が５年になってきて、

僕が聞いたら次からは５年なんだというふうに、ち

ょっと答弁が親切でないなという感じを受けました。

その発表が親切でなかったために、片方の地元紙が

3,500万円削減というような見出しを書いてしまう

というミスが発生したんじゃないのかなというのは、

聞き間違いは言い手の粗相という言葉があるように、

言うほうも気をつけて新聞発表をしていただきたい

なということを瞬間的に感じたので、ちょっと蛇足

ですが付け加えさせていただきました。失礼しまし

た。 

 ２つ目の質問に入ります。 

 まず、収納業務を委託するわけですが、国は法律

をつくって、自治体の水道業務を民間に委託しても

いいという法律をつくりました。これは自民党がそ

れを推進するというよりも、私の解釈は外圧だと思

っています。10年前にこの本に書いてある会社が今

も活躍しています。外資です。フランスの会社が虎

視眈々と狙っている、それが水だったと。10年前か

ら日本の水を狙っている状況がありました。そんな

外圧の中で自民党政府は、これは私の勝手な解釈で
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すが、外圧によってしょうがないこういう法律をつ

くったんだと。別に進めているわけなんじゃないん

ですね。自治体に、ぜひ民間に委託せよというふう

に、私は言っているわけではないというふうに解釈

をいたします。ところが、時々自民党政府が民間に

委託することを推進しているんだというふうに勘違

いしている人たちも市町村長や議員さんの中にはい

るわけであります。そうすると、忖度というばかば

かしいことが起きます。ぜひ、そんな忖度をしてい

ただきたくないというふうに思いますが、浜松市は

一旦棚上げになっているだけで、市長は諦めたと言

っていないんです。ということは、市長はいまだに

浜松市はすぐ隣の町でありますが、民間委託しよう

という気持ちが残ってるという状態であります。ひ

ょっとすると当市も全部の水道業務を委託しようと

いう遠大な計画な下に、第一歩としてこの収納業務

を委託して様子を見るという、そういう野心がある

のかどうかをお伺いしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 環境部長。 

○環境部長（川上惠資） お答えいたします。 

 今回の水道料金収納業務等の共同化に続き、水道

事業全部を民間に委託しようとする展望はございま

せん。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 三上 元君。 

○４番（三上 元） ズバリ答えていただきまして

安心いたしました。部長の発言を聞いていて、市長

が横に首を振っていないということは、市長もそれ

でいいというふうに思っているものだと解釈いたし

ます。ただ、この本にも書いてありますけど、農地

は勝手な売買はできません。だけど、森林は外国人

に平気で売られちゃうという法律がまだ残っている

はずでございます。十分日本の大切な資源である森

やあるいは水に関して安易な形で民間にお任せする

ということがないようにお願いをして、私の質問を

終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で、４番 三上 元君の

一般質問を終わります。 

 次に、16番 中村博行君の発言を許します。16番、

中村博行君。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。一般質

問通告書に従ってやらさせてもらいます。 

 施政方針についてということで、質問しようとす

る背景や経緯。市長は施政方針の中で、重点政策の

１つの柱として、湖西病院の今後の方向性について

述べられました。 

 市の財政状況は、新型コロナウイルスにより大き

な影響を受けています。病院も感染予防・拡大防止

をしていただいている中ですが、自立に向けて自信

を持って改善のＰＤＣＡを回せる仕組みを目指して

もらいたいというためです。また、我々の認識不足

の解消をしたく思いまして、広く湖西病院の役割を

知ってもらうために質問をします。 

 質問の目的。市立湖西病院のコロナ禍の現状を知

るため、市長が湖西病院をどのように改革しようと

しているか確認をするためです。 

 質問事項１ですが、市長が考える地域医療の中核

病院としての湖西病院とはどのような病院でしょう

か。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 先ほどと少し答弁が重複するかもしれませんけれ

ども、やはり湖西病院というこの湖西市立かつ地域

の住民の皆様のニーズにお応えをしなければいけな

い、身近なところで何かあったときには安心して医

療にかかれるということが第一だと思っております

ので、まずは救急体制を24時間365日、先ほども、

やはり救急搬送率が今は上がってきているというお

話もさせていただきましたけれども、こういった身

近なところで何かあったらすぐに病院にかかれると、

救急という体制を堅持をしなければいけないという

ふうに思っております。さらには、先ほども少しあ

りましたけれども回復期・急性期、そういったバラ

ンスよく診療体制が整っているということと、今ち

ょうど新型コロナのワクチン接種の準備なども進め

させていただいておりますけれども、かかりつけ医

の機能でありますとか、将来的にはこれから在宅で

の介護というか医療も増えていくということは様々

なところで言われておりますので、そういった将来

の在宅医療、また総合医といった様々な地域の医療
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体制としては整備していかなければならないと思っ

ております。やはり、それはこれからの高齢社会と

いいますか、人口動態の変化もありますので、そち

らにのっとった形で地域の皆様に安心を提供しない

といけないというふうに思っております。さらには、

やはり健康増進というか健康の維持、健康寿命とい

う意味でも住民の皆さんの健診を初めとした健康増

進を向上させるということも重要な保健事業の活動

だと思っておりますので、そういった健康増進活動、

健診、また、これは後で質問も出てくるのかもしれ

ませんけれども、現状の新型コロナのような不測の

事態といいますか、前例がなかったり、住民の皆さ

んが非常に不安に思っている中で、湖西市内の湖西

市立の公立の病院でありますので、必要に応じては

当然中には採算の取れないこともあろうかと思いま

すけれども、そういった医療への対応もできる限り

していくことということが地域の医療の中核という

ふうに考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 住民のためを思って、幅広く、

この地域の人が安心してかかれる病院を目指すとい

うふうに私は解釈しましたけれども、大きくまた財

政の面から考えてみると、これだけ手を広げていろ

いろ、いつ何時何が来るか分からないという体制を

取るとなると、費用の面でも後でも関連はするかも

分からないけれども、もっといろいろ絞ったほうが

いいのではないかなと私は思います。先ほどの話も

あって急性期それと回復期を病棟として持つような

話も聞きましたけれども、方向性としては住民が安

心して暮らせるためには必要なことだ私は感じまし

た。 

 それで、２番目に入ります。 

 新型コロナウイルス感染予防拡大防止のためリー

ドして取り組んできた内容を公表できる範囲で伺い

ます。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 公表できる範囲でって、もう公表できるものはし

ておりますので、これまでの公表に尽きますという

のが一義的には御答弁に尽きるんですけれども、当

然その公表の範囲というのは、これは湖西病院に限

らず様々なところで風評被害、これは医療の従事者

の皆様、そしてその家族の皆さんにもそういったも

のが起こっているということは事実として、報道等

でもですけれども起こっていますので、公表できる

範囲では、そこは自然と限りがあるのかなと思いま

すけれども、あえて申し上げられる範囲でいいます

と、当然新型コロナへのできる限りの対応は行って

いますし、さらに今の救急の中でも、例えば新型コ

ロナかどうか分からない、まだ結果が出ていないけ

れども例えば救急搬送されてくるような、発熱され

た患者さんを受入れをして、当然そこは隔離した形

でＰＣＲ検査結果が出るまでは隔離しておかないと

いけませんので、そういったものへの対応も行って

いただいております。そういった疑いの患者さん、

もちろん陽性になった患者さんも、これは様々な要

請を受け入れて、今、２病床は確保をさせていただ

いているところです。疑いのままで陰性だった場合

にはそこで、例えば肺炎なら肺炎という形で一般病

棟に移っていただくわけですけれども、そこまでの

救急搬送から受入れから結果が出て、それ以降の入

院というところまで、これは今までの新型コロナが

ないときの対応に比べれば相当の負荷が職員の皆さ

んにはかかっておりますので、当然そこへの負担は

増しているというのは御理解いただけるんじゃない

かなというふうに思っております。また、今、湖西

市内で地域外来の検査センターも開設させていただ

いておりますけれども、そういったものも当然湖西

病院のドクターや看護師を初め関係者の皆さん、ま

た、これは湖西病院に限らずですけれども、地域の

浜名医師会を初め地元の医師会の皆さんの御尽力で

運営させていただいておりますので、相当ここでの

連携というか、ＰＣＲ検査の事前のシミュレーショ

ンも含めてこれまで構築いただいてきております。

ここは医師、看護師、また事務職員を含めて、毎日

のように医事課の皆さんが総出になるような場面も

あると聞いておりますので、この新型コロナウイル

スを初め市民の皆さんの安全安心というか、不安解

消のためには相当御尽力をいただいているというふ

うに考えております。以上です。 
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○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私がこの質問をなぜしたかと

いうと、この新型コロナというのは伝染病の一種と

いうか、普通の病気とは違うということで、所管が

保健所のほうからいろいろと中心に動いていたとい

う形になるものですから、感染防止と拡大防止のた

めにどんなふうな特別なことを何かやったのかなと

いうことで、私の知らないことがあったのかなとい

うふうなことで、やっぱり保健所を中心にいった場

合には、病院の場合では中には病院の患者を受け入

れるということをしないというような形で民間では

なんかあったように聞いてますので、そういう形で

できるだけ関わらないようにすることもできたのか

なと。それで、リードしてある程度そういうことを

こんなふうに病院が主導をしていろいろ考えてやっ

たということを私は聞いていないものですから、こ

れについては健康増進課とか、浜名医師会というの

は確かに聞いております。病院がこうリードしてこ

ういうふうにすべきだという話は私は聞いてなかっ

たものですからね、一応こういう形で質問をしまし

た。それで、内容的には当然感染拡大については、

病院としてクラスター発生についてはやってもらっ

ていると思ってました。そういうことで、いつも本

当に気を遣ってもらうということは分かります。そ

んなことで、私は、特別に湖西病院が進んでこの防

止に何かやったということは伺えなかったものです

から、そういう面では市長のおっしゃることは分か

ります。 

 それで、次に移ります。 

 ３番目ですが、地域包括ケア病床の病棟化に向け

てどのような指示をしているか伺います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これも先ほどのと少し重複するので繰り返しにな

るかもしれませけれども、現状は当然湖西病院の地

域医療構想があり、改革プランに沿った取組という

のは行っているところでして、そして、その中では

2022年、令和４年度からの地域包括ケア病棟化とい

うものは掲げていますので、当然そこに向かって今

進んでいるということですけれども、現状で新型コ

ロナがまだ収束していないという現実からは、この

先どうなるかというのはなかなか先のことを今確定

的に言うのは難しいかなと思っております。その中

で、今、湖西病院としても一生懸命、入院とか外来

が減少している中でも地域かつ時代のニーズに合わ

せるためにということで急性期と回復期、地域包括

ケア病棟化という実質的な病棟化というものを考え

てくださっていますので、こちらを実質的に進めて

いって、形式的なものは後で、施設関係の届出など

は後でもできますので、新型コロナの状況を見なが

らですけれども、病床の病棟化というものは極力実

質的にではありますけれども早期に立ち上げるとい

うつもりで今進めていただいているところです。以

上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 同僚議員から同じような質問

があったものですから、私が分かる部分は省きます

けれども、この内容的にどのような指示をしている

かということを聞いているものですからね。その計

画自体をＰＤＣＡを回してやるようなことで、いつ

までにどんなことをどうするんだというような内容

のことで何か指示を出されているんですか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 細かく一々個別の事業ということはありませんけ

れども、当然改革プランだとか、病院の機能、これ

を地域のニーズに沿ったものにしていく。先ほどの

議員の御指摘のあった全ての診療科目をそろえると

いうのは現実的ではありませんので診療科目も絞っ

ていますし、その中で経営改善を進めていく、その

中での一つとしての地域包括病床の病棟化というも

のがありますので、基本的には今は中期計画のよう

な改革プランがありながら、それに沿った形で年次

的にどれだけの経営改善を含めた診療機能と経営改

善を両立させていくということを病院と話し合いな

がら進めていっていただいているところです。以上

です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私は、ＰＤＣＡを回せるよう

に計画をつくってもらうように指示しているかとい
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うふうに聞いたわけなんですが、今の内容だと、や

るという方向は分かるんだけれども、いつまでに誰

がどうするということの内容については答えがなか

ったように思うんですが、コロナ禍という問題もあ

りますけれども、そこら辺をしっかりしていかない

と、あと行財政の関係もどんなふうになるかという

ことがちょっと想像しづらい部分があるんじゃない

かと思うので、私はそういうふうに計画でもってＰ

ＤＣＡを回すような形でどこまで進んでいて、どう

いうところに問題があるんだということが分かるよ

うな計画で進めてもらいたいと思うのですが、その

辺はどうですか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 問題があるんだといえば新型コロナの問題で、そ

れを明確に示したいけど示せないというのが、改革

プランの今回は改定の時期だけれども、なかなかそ

れが実質的にというか現実的に改定できない今の新

型コロナの対応によってということだろうかなとい

うふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 水かけ論になるので、私は経

過を伺って、また疑問があれば質問するようにしま

す。 

 次にいきます。 

○議長（加藤弘己） ４番ですね。 

○16番（中村博行） はい、４番。 

 24時間365日救急体制堅持で課題をどのように捉

えていますか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 課題はもちろん過去からのもの、また新たに出て

きたもの様々ありますけれども、まず最重要な課題

としては医療のスタッフの人員の確保ですね。これ

はもちろん前から言われている医師・ドクター、ま

た看護師さんはもちろんですけれども、それ以外の

今の地域包括ケア病棟化についても様々なそれ以外

の理学療法士さんとか、様々なスタッフを増員しな

ければなりませんので、既にできているところもあ

りますけれども、様々な事務職員を含めてスタッフ

をしっかりとそろえておくというのが最重要の課題

かなと思っています。さらには、やはり最近だと働

き方改革なんかもありますので、ここは相当どの病

院でもドクター、看護師さん、様々な職員さん、こ

の確保に相当今までよりも苦慮されていますので、

そこを引き続きクリアするために頑張っていかない

といけないかなと思っています。また、最終的には

当然人員確保というのは重要ですけれども、やっぱ

り一つの方向を向いて、やる気を持ってやっていた

だくということですので、病院は当然様々な課題は

あろうかと思いますけれども、それをたたくばかり

ではなくて、市民に応援もしていただければ、やは

りこういった市民のニーズに合った病院というのは

つくっていけないと思っておりますので、風評の被

害を生むようなそんな質問は避けていただければな

というふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 365日堅持していくのは大変

なことだなというふうに感じました。それで、いろ

いろ私が聞いている中では、救急で湖西病院を希望

したんだけど受け入れてくれないというような場合

があったというふうなことを聞いています。そうい

う場合も必ずそのほうに、別の病院へ行ってかかる

という形にはなると思うんですが、ここの部分でそ

の内容というのはある程度つかんでいるんですか。

どういう内容でよそへ回っているかというようなこ

とも何かつかんでいかないと、希望しているのによ

そへ行ってしまうと。医療的に無理なこともあるか

も分からないけれども、それでもできるだけはやっ

ぱり一番近くでやってもらえば消防のほうも遠くま

で行かなくても済むし、そういうお医者さんの体制

は大丈夫ですかね、そういう関係の。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 やや質問が分からない部分はありますけれども、

一応解釈してお答えさせていただきますと、僕が全

部の件数を承知しているわけではありませんけれど

も、病院なり消防のほうでは、救急搬送する側・さ

れる側の立場からは当然患者さんの病状からどこが

近くてどこが診療できるかということをお問合せい
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ただいております。その中で、今、議員がおっしゃ

ったような、当直のドクターが内科だったり専門外

だったからということでほかの病院に行っていただ

いたということも承知をしております。逆に、ほか

の病院が受入れができなくて湖西病院に来たという

ことの逆のパターンも当然消防なり病院から聞いて

おりますので。そこは当然先ほどの搬送率が上がっ

ているということも申し上げさせていただきました

けれども、市内での緊急救急の患者さんの場合には

極力受け入れていただくような形で、そこは受入態

勢を含めて、ドクターが全ての症状に対して万能で

はありませんので、そこは一番命だったり病気を救

っていただくための対応をしていただくのが最善だ

というふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 分かりました。 

 次に、５番に移ります。 

 高度急性期医療関係と地域的な病院の役割分担、

連携強化などについてどのように進めていますかと

いうことで、これも一応は同僚議員のほうから前に

質問があった内容で、内容は分かりますので、私の

ほうはやっぱりさっきも言いましたように、これを

いかにＰＤＣＡを計画して、どのようにしてやって

いくかということを中心にして進めてもらいたいと

いうことを言いたいのですが、その辺はどうでしょ

う。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 議員が繰り返しおっしゃるＰＤＣＡは、当然湖西

病院を含めた湖西市の医療政策としても回していき

たいのはやまやまです。それが、やはり湖西市だけ

で解決というのか、相手があって浜松市も含めた、

豊橋市もそうですけれども、二次医療圏といったよ

うな湖西病院だけでは診療科目として見れないもの

も見ていただかなければいけない。もしくは、今度

は手術が終わった後に受け入れるというような連携

体制も取らなければいけないということですので、

相手方の御意向も聞きながら、そして両方にとって

ウィンウィンになるようなＰＤＣＡは回していくと

いうのが、ずっとこれまで連携体制を強化してきた、

お話合いをしてきたことですので、これも新型コロ

ナがなければ当然去年の今頃から始めていたことだ

と思っています。ここはもうそこを言い訳にしては

いけませんけれども、新型コロナの対応もしっかり

やりながら、そういった中長期的なものも連携体制

も実現をしていかないといけないというふうに思っ

ております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 今の内容でもやっぱりそれぞ

れの関係のところは分かるんですが、いつにどこで

どういうふうな形で、誰とどういうふうな計画で話

をしたのかという内容が具体的に私は今聞き取れま

せんでしたね。内容的には話合いをやるよというこ

とは分かるんですが、どの方がどういうふうに、い

つ誰と話し合ってこういうふうになったかというこ

とが見えないというのが事実です。そういうふうな

形のことが具体的に分かるように進めていかないと、

今、病院から出されているいろいろな資料を見ても

具体的には何もなくて線が引いてあって、この期間

までにやるとか、そういう形のことでしか見えませ

んので、具体的に市長が指示して、こんな形でいつ

までにやれっていうような形のことで進めていかな

いと、それはいろいろ問題はあります、ありますけ

どこういう形で進めていくという計画がないと、た

だ、こういう答えをしただけで、いつまでにどうい

うことをやるかということが具体的に私はならない

んじゃないかなという思いで、一応今回は市長の施

政方針の中でそこら辺のことを聞きたくて質問した

わけなのですが。本当にいつまでたってもこれでは

病院の改革はできませんよ、市長。こうただやりま

す、市長がやります。病院のほうの具体的な資料を

見ると、具体的にただ傍線が引いてあって、その内

容がどういうふうに進んでいるのか。最近特にそう

いう形になってませんか。戦略監もいるようなので

すが、戦略監が１回出しただけで、あれもどの辺に

進んでいるのか、どうなっているかという部分が具

体的には私は分かりません。ただ、コロナの問題だ

ということで遅れているという説明はありますけれ

ども、具体的にどんなふうに、いつまでにどんなこ

とを進めようと市長がしているのかというのは、そ
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れが私には分かりません。ということで、そこら辺

を前向きにお互いによくしようという形でいきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 以上をもちまして質問を終わります。 

○議長（加藤弘己） 以上で、16番 中村博行君の

一般質問を終わります。 

 次に、１番 柴田一雄君の発言を許します。１番 

柴田一雄君。 

  〔１番 柴田一雄登壇〕 

○１番（柴田一雄） １番 柴田一雄です。通告書

に従いまして、市長施政方針について一般質問をさ

せていただきます。 

 質問しようとする背景や経緯でございますが、３

月定例会の開会に当たり、市長は施政方針表明の中

で職住近接を推進するため、大きく４本の柱を示さ

れました。さらには、４本の柱を横断する形で、

中・長期における、「モノづくり人材育成・産業ネ

ットワーク」というものが示されました。 

 「産業の振興～モノづくりは人づくり～」につき

ましては、「子どもたちが地域に愛着を持ち、将来

的に住んで働いてくれるよう商・工業のみならず、

農業・漁業も含めた職場体験、工場見学や出前講座

など様々な機会を通じて、モノづくりの現場に触れ

る機会を増やしていくほか、事業承継や人材不足な

ど、企業や農林水産事業者が抱える課題を体系的に

支援するため、学校や地元企業、発明クラブなど地

域が一体となって有機的な連携を図ることができる

「モノづくり産業ネットワーク」を構築し、地域と

企業、企業間が相互にプラスとなる取組を進めてま

いります。」と表明されました。 

 現在、私は４４歳で、湖西市議会では最年少議員

として活動をさせていただいておりますが、私と同

年代の方々の中には、既に親の代から農業や水産業

を引き継ぎ、家計を養う仕事、職業として取り組ま

れている方、また、一方では、現在、民間企業で働

きながら、親の代からの農業、水産業の引継ぎの選

択を迫られている方の相談を多く耳にしております。 

 質問の目的ですが、市長の考える農業、水産業に

おける事業承継や人材不足などの解消を見据えた

「モノづくり産業ネットワーク」について質問をさ

せていただきます。 

 質問に入らせていただきます。 

 農林水産事業者が抱える課題を解消するために体

系的に行う支援や、地域が一体となって有機的な連

携を図ることができる「モノづくり産業ネットワー

クの構築」とはどのようなものか、市民の方々にも

分かりやすく具体的に説明をお願いいたします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 農林水産業の分野につきましては、今、議員から

も御指摘があったとおり、やはり後継者問題など

様々課題を私も直接耳にする機会もありますし、実

際に課題を抱えているというお話は重々承知をして

おります。 

 したがって、来月から令和３年度ということに新

年度が始まるわけですけれども、令和３年度に先ほ

ど議員もおっしゃったモノづくり産業ネットワーク

も立ち上げますので、こういった湖西市の産業の発

展には当然農林水産業も含まれておりますから、湖

西市として農林水産業の振興に係る例えば考え方と

か目標というものをまとめた基本的な計画、農林水

産業振興計画なのか、名前はともかくですけれども、

そういった計画をしっかりつくって、スケジュール

にのっとって進めていきたいというふうに思ってお

ります。ちょうどこれは今の柴田議員の前の中村議

員の質問にあったとおり、何をいつまでというのは

重要だと思っておりますし、湖西病院の場合は今あ

ったとおり何をいつまでというのは示したいのはや

まやまでも新型コロナの収束がどうしても分からな

いと、何をいつまでというものは絵に描いた餅で終

わってしまってはいけませんので、ここは医療は医

療でしっかりと新型コロナの収束とともに示してい

きたいと思っておりますけれども、農林水産業に関

してはしっかりとそういった計画にのっとってスケ

ジュール感を持って、また農林水産事業者のニーズ

に沿った事業が湖西市としてもできたらというふう

に考えております。 

 具体的にはこれからですけれども、例えば農業分

野におきましては、これまでもＪＡの青壮年部の皆

さんとも定期・不定期、またベテランの方々ともお
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声を聞かせていただいておりますので、こういった

意見交換の中でも今の人・農地プランの策定から、

さらに、これからの後継者不足とのどういった課題

を解決しなければいけないか。やはり、高収益化・

大規模化ということがいつも話題にのぼってきます

ので、どうやったら農場、田んぼでも畑でも大規模

化、あぜを取っ払ったりだとか、それで、効率的に

トラクターだとかコンバインだとかを進められるよ

うな、そんな大規模化・高収益化というものを御要

望いただいているところですから、そういったもの

をこれから令和３年度にこれは実際に市内において

も今言ったようなことは実現に向けた調査等々も予

算に計上させていただいておりますけれども、こう

いった大規模化・高収益化によって、さらに後継者

不足を解消するような、そんなスケジュールで進め

ていけたらというふうに考えております。 

 また、漁業につきましては、これも報道等でも本

当にカキのプリ丸が厳しいとか、アサリ、しらす、

海苔、様々な浜名湖の海の資源が非常に厳しい、こ

れは浜名湖に限らずですけれども様々なところで温

暖化もありますし、要因が様々で厳しい。また、若

い方々が漁業から離れていってしまうというような

悩みも聞かせていただいております。これも、どう

しても湖西市単独でできることは限られてきますけ

れども、静岡県ですとか、浜松市さん、また漁協等、

こういったところとしっかり連携を図って、環浜名

湖が一体となってやっていくことが必要だというふ

うに考えております。 

 ちょうど環浜名湖振興議員連盟も皆さん、この市

議の環浜名湖での議連も結成いただきましたので、

こういったところとも連携を取りながら、やはり漁

港の漁業施設の整備ですとか、ウナギやクルマエビ、

アサリ、こういった放流や育成といった資源の確保

も図っていかなければなりません。こういったとこ

ろは湖西市だけではなくて、やはり環浜名湖、浜松

市や県とも連携をしながら支援を行って、これも安

定した収入が得られるということでしっかりと従事

者が後継者の育成にも人材育成ができるような、そ

んな取組を行っていけたらというふうに考えており

ます。 

 元に戻って、モノづくりの産業ネットワークその

ものは、これは昨日でしたか様々な御質疑もありま

したとおり、まずはモノづくり推進室をつくって、

製造業等々も中心となって行っていく予定ですけれ

ども、当然、農林水産業に関しても別途こういった

基本計画、スケジュールも含めたものをつくって推

進していきたいというふうに考えております。以上

です。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 御答弁ありがとうございます。

現在、計画を進めているまた現在構築を行っている

というようなことも市長のほうから伺うことが出来

理解することができました。 

 しかしながら、例えば先ほど市長の答弁にもあり

ましたとおり、本年度も地元の農業協同組合が主催

しました青壮年部、若手農家との意見交換会などに

も当市の産業振興課職員、また市長も出席されたと

伺っておりまして、現場の生の声を聞くという姿勢

は本当にありがたいと思いますけれども、一方で、

参加された方々の意見といたしまして、要望ですと

か、その場でありました内容につきましてその後の

市の反応、そういったものがないというような不満

も耳にしております。 

 また、当市のホームページを拝見しますと、農業

関係の補助金だけでも大まかに数えても20項目以上

掲載されており、当市としての前向きな取組はかい

ま見ることができるのですが、農家の方々にとって

は内容が分かりにくいというような意見も耳にして

おります。あと一歩のきめ細かなフォローが必要で

はないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 すみません、その意見交換会は承知しております

けれども、確かに様々な御意見とか御要望もいただ

いておりますので、その場でもお答えできることは

市であったり県の西部農林であったり、お答えさせ

ていただいていると思いますけれども、そこの要望

のフィードバックというのは当日宿題として預かっ

たものをまた返すときには、Ａさんに聞いたらＡさ

んだけに返すというのではなくて、皆さんに対して
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ＪＡを通じてなのかホームページなのかで伝わるよ

うな形で、そこは丁寧にフィードバックもさせてい

ただいたりですとか、さっきの補助金の話は現時点

でも相当農林水産担当からも説明なり、補助金が使

いやすいような形でお話はいただいていると聞いて

いますけれども、個別具体的にどの補助金について

とか、また新たな補助金もこういった今は新型コロ

ナ禍の中等で国や県からも含めて示されております

ので、そこは丁寧にやっていくのが必要かなという

ふうに考えております。また、そこはこれからまさ

にモノづくり産業ネットワークというか、さらにデ

ジタル化、ＤＸの活用なんかも農業分野でも当然活

用できるというふうに考えておりますので、青壮年

部なんかとの意見交換会も引き続き通じて、その辺

は意見交換というか、御要望とフィードバックとを

丁寧に進めていきたいなというふうに考えておりま

す。以上です。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 御答弁ありがとうございます。

今後の当事者に寄り添った丁寧なきめ細かな対応、

取組に期待したいと思います。 

 最後に、未来を見据えた技術革新の取組になりま

すが、昨今はコロナ禍や急速なデジタル技術の進歩

によるロボット技術や通信技術を活用したスマート

農業、またＩＴを駆使した水産業支援など変革の時

代であり、農林水産省も推進をしております。 

 お隣の浜松市におきましては、先般、官民連携組

織を設立し、もうかる農業を創出するという目的で

浜松スマート農業推進協議会が設立されました。当

市においても、官民連携組織とした推進協議会の設

立など新しい時代を見据えた考えはありますでしょ

うか。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、御指摘がありました協議会という形がいいの

か、これは湖西市単独で湖西市の中でやるのがいい

のか、先ほどの環浜名湖でやる取組もあるでしょう

し、どんな枠組みがいいのかというのはまた議論の

余地があろうかと思いますけれども、それも含めて、

さっき議員のおっしゃったスマート農業とか、ＩＴ、

ＩＴＣ、これはＤＸの活用も単純なキャッシュレス

だとか市役所内の手続のみにとらわれず、やはり水

道のスマートメーターに始まって、これから各産業

においてやっていくものだと思っておりますので、

そういったものも含めて、当然農林水産事業者の皆

さんの御意見だとか、どうやったら便利だというも

のを、これは事業者そのものではなくて企業の参入

ももちろんそうですから、そういったことも含めて

枠組みも含めて引き続き計画の中で反映できたらと

いうふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 御答弁ありがとうございます。

今後に期待したいと思います。 

 影山市長が唱えます「モノづくりは人づくり」の

精神は私も非常に賛同するところではございますが、

とかく製造業の分野に重きを置いた施策とも解釈さ

れがちでもございます。次の世代へつなげていくた

めの持続可能な農業・水産業の分野における体制整

備、担い手の確保、新たな就労については移住定住

にもつながる重要な取組でもあります。今後の進展

に期待して、私の質問を終了させていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で、１番 柴田一雄君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、３月定例会に予定しておりま

した一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 以上で本日の日程は終了いた

しました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでご

ざいました。 

午後２時14分 散会 

───────────────── 

 

 

 


